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　全国の地方水難救済会をはじめ全国各地の救難所・支
所において昼夜を問わず海難救助出動等にご尽力をいた
だいています約51,000人の救難所員の皆様、海上を活
動の場とする船員の皆様の安心安全を支える洋上救急事
業にご協力をいただいています医療関係者の皆様及びこ
れらの事業にご支援をいただいている海上保安庁や自衛
隊など関係機関の皆様並びに青い羽根募金活動を行って
いただいている皆様方に心より感謝申し上げます。
　本会及び地方水難救済会がわが国の沿岸海域において実施している水難救済事業で
ございますが、新型コロナ禍の中で海難救助訓練や海の安全教室の開催、そして、街
頭での青い羽根募金活動など、本年度も、昨年度と同様、計画どおりには実施できな
い事業もありますが、水難救済活動については、地方水難救済会の救難所の皆様のご
尽力により、例年と変わらぬ救助活動を行っていただいており、この場をお借りして
御礼申し上げます。
　また、洋上救急事業においても、総会等各種行事をはじめ慣熟訓練も取り止めとなっ
ているところが多いと承知しておりますが、厳しい環境の中で全力を挙げて対応して
いただいている各地方支部の皆様、医療関係者の皆様方に、この場をお借りして心か
ら敬意を表し、感謝申し上げます。
　さて、本会では、昨年は開催を取り止めました名誉総裁表彰式典につきまして、本
年度は、新型コロナウイルス感染防止対策に万全を期したうえで開催すべく、準備を
進めて参りました。
　しかしながら、感染状況が依然として厳しいものがあり、緊急事態宣言が延長され
たことから、関係方面とも調整した結果、名誉総裁表彰式典は中止することと致し、
表彰状等につきましては受章された方々へご送付させていただきました。
　直前になって、中止するという事態になりましたことにつきまして、皆様方のご理
解を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
　おわりに、全国各地で海難救助活動や洋上救急事業あるいは青い羽根募金活動など
を行っておられる皆様方におかれましては、本年も感染予防対策に十分ご配慮のうえ、
ご尽力いただけますようよろしくお願い申し上げます。

公益社団法人 日本水難救済会

会　長　　相
あ い

原
は ら

　 力
つとむ

公益社団法人日本水難救済会会長　挨拶



▪令和3年度のポスターを関係省庁などに掲示いたしました
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　青い羽根募金活動は周年実施していますが、本年度も、「海の日」を中心に７月１日か
ら８月31日までの２ヵ月間を「青い羽根募金強調運動期間」として、全国の道府県水難
救済会と協力し、積極的に募金活動を実施いたしました。
　本年度も前年度と同様、新型コロナウイルス感染症対策のため、国土交通省、海上保安庁など関係省庁への表
敬訪問をはじめ、本会や地方水難救済会が実施している街頭募金活動などが実施できませんでした。
　しかし、全国の多くの国民の皆様方から青い羽根募金の趣旨にご賛同と暖かいご支援をいただくとともに、海
上保安庁、防衛省等関係省庁をはじめ自治体、企業、団体等からのご支援をいただきました。特に、防衛省の陸上、
海上及び航空自衛隊の隊員の皆様方には募金活動に多大なご協力をいただいております。
　また、令和３年７月９日（金）の閣僚懇談会において、赤羽国土交通大臣から菅内閣総理大臣をはじめとする
全閣僚（各省庁、政務三役）の皆様に対し、青い羽根を着用していただくとともに、青い羽根募金活動へのご理
解とご協力を広くお願いいたしました。

青い羽根募金活動レポート2021青い羽根募金活動レポート2021

日本水難救済会が入居する東京・麹町、
海事センタービル1階受付前に掲示

ポスターのモデルは、2021年
ミス日本「海の日」吉田さくらさん

中央合同庁舎３号館に掲示

総理官邸エントランスホールに置かれた青い羽根募金箱

令和３年度青い羽根募金強調運動

青い羽根募金は、海で遭難した人々の救助活動にあたる全国の青い羽根募金は、海で遭難した人々の救助活動にあたる全国の
ボランティア救助員約51,000人を支援するための募金です。ボランティア救助員約51,000人を支援するための募金です。



▪閣僚の皆様方に青い羽根を着用していただきました

▪国土交通省内に募金箱などを設置いたしました

▪公共交通機関の駅にポスターを掲示しました
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令和３年７月９日青い羽根を閣僚の皆様方に着用していただきました。
（左から　赤羽国土交通大臣、茂木外務大臣、菅内閣総理大臣）

海上保安庁執務室内に設置された
青い羽根募金箱

菅内閣総理大臣に青い羽根を着用して
いただきました。
（ぶらさがり会見にて）

株式会社ゆりかもめの有明駅の改札口
に掲示されたポスター

京浜急行電鉄株式会社の品川駅ホーム
に掲示されたポスター

中央合同庁舎３号館に設置された青い羽根募金箱

　令和３年度「青い羽根募金」強調運動期間において、小田急電鉄株式会社、江ノ島電鉄株式会社、株式会社ゆり
かもめ、東武鉄道株式会社、京浜急行電鉄株式会社、東京モノレール株式会社及び成田国際空港株式会社の協力を
得まして各駅の構内及び空港ロビー等に、青い羽根募金の募金啓発ポスターを掲示していただきました。



❖青い羽根募金支援自動販売機の設置状況
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　青い羽根募金支援自販機は、平成19年８月31日に特定非営利活動法人長崎県水難救済会が全国で初めて西海市
役所に設置以来、本年で14年目を迎えました。
　現在では、地方水難救済会の皆様方の設置推進活動と各飲料メーカー様の御協力により、令和３年６月末現在、
全国で合計689台が導入されています。（地方水難救済会の報告による。）

JF千葉漁連銚子水産加工センターに設置された
青い羽根募金支援自販機

京浜急行横須賀中央駅に設置された
青い羽根募金支援自販機

青い羽根募金支援自販機を設置しました

　全国津々浦々で活躍する約51,000人の民間ボランティア救助員が、効果的かつ安全な海難救助を行うためには、常日頃か
ら組織的な訓練を行うとともに、ライフジャケットやロープなど救助資機材の整備、救助船の燃料などが必要となります。
　このため、公益社団法人日本水難救済会では、昭和25年から「青い羽根募金」を開始し、民間ボランティア救助員の救難
活動に必要な資金を確保するため、全国の一般市民や企業の皆様方に募金をお願いしております。
　「青い羽根募金」は、公益社団法人日本水難救済会のホームページ（http://www.mrj.or.jp/index.
html）から「インターネット募金」をする方法や「青い羽根募金」口座に直接振り込む方法等のほか、清
涼飲料水を購入することにより、売上金の一部が自動的に「青い羽根募金」として寄附される方法があります。
　本会は、「青い羽根募金支援自販機」の全国的な普及促進を図っております。
　皆様方のご支援ご協力をお願いいたします。

青い羽根募金にご協力を！

青い羽根募金支援自販機の設置台数の推移

　千葉県水難救済会は、千葉県水難救済会の事務局となって
いる千葉県漁業協同組合連合会の新たな事務所としてスター
トした「JF千葉漁連 銚子水産加工センター」施設内に青い
羽根募金支援自販機を令和３年３月３日に設置しました。

　日本水難救済会は、京浜急行電鉄株式会社のご
支援により、新たに横須賀中央駅、汐入駅の２か
所に青い羽根募金支援自販機を令和３年８月５日
に設置しました。

令和３年８月５日、京浜急行汐入駅に設置された
青い羽根募金支援自販機
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静岡県 ★

★

下田救難所

熱海市

伊東救難所

　伊豆半島の海岸はどこも美しい。
澄み切った海と白いビーチ、溶岩に
よる岩崖と奇石、自然の神秘が織
りなす勇壮な景観は、ここに来る者
の心を捉えて離さない。150年前、
下田に来航したペリーも、この海の
美しさをたたえたほどだ。そんな
東日本を代表するリゾート地であ
る伊豆には、年間4,000万人を超え
る観光客が訪れ、海で起こる事故
も少なくない。今回レポートするの
は、伊豆地区救済会の下田救難所
と伊東救難所。どちらも主に漁業
者で組織された救難所である。
　下田救難所のある下田港は伊豆
半島の南端に位置し、伊豆諸島航
路の客船フェリーの発着するター
ミナル港でもある。日米和親条約
による開港で知られ、黒船を模した
遊覧船で巡る下田湾クルーズは幕
末ファンに人気の観光コースであ
る。しかし、穏やかな湾の風景をよ

そに、湾を出た周辺海域は岩礁も
多く、古くから海難事故が多発す
る地域。戦後直ぐに、港湾法によっ
て避難港として指定され、日本で
いち早く防波堤の整備が進められ
たという歴史をもつ。すぐ隣には、
環境省による「日本の水浴場88選」
や「快水浴場百選」に選定された「白
浜大浜海岸」があり、夏には多くの
海水浴客も訪れる。
　一方、伊東救難所のある富戸漁
港は東伊豆に位置し、港の外には

「ヨコバマ」の名で知られる日本屈
指のダイビングスポットがある。
漁協としても、ダイビングサービ
スを運営していて、陸からポイント
へ続くコンクリートのエントリース
ロープや、船の形の露天風呂を設
置。毎年多くのダイバーが漁港に
訪れる。また、管轄エリアには、全
長48m×高さ約23mの「門脇つり
橋」で有名な「城ヶ崎海岸」も含む。

この伊豆半島ジオパークの代表す
る溶岩の神々しい断崖は、多くの
観光客を魅了し続ける。
　海水浴やダイビング、観光など、
多くのレジャーを楽しめる伊豆の
海だが、今も昔ももっとも事故が
起こるのは、磯釣りである。美しい
海と豊富な磯場には魚が集まり、
その魚を求めて釣り人も集まる。
近年、ネットによる情報の普及と
コロナ禍のアウトドアブームによっ
て、初心者の事故が急増している
が、伊豆もまた例外ではない。下
田救難所と伊東救難所への出動要
請の大半がそんな磯釣りでの事故
である。
　「海で人を助けるのは当たり前」
　ふたつの救難所で聞いたまった
く同じ言葉に、伊豆の海で生きてき
た者たちに共通する矜持を知る。

海の安全を裏で支え続ける
伊豆の漁業者たちの矜持
取材協力：伊豆地区水難救済会　下田救難所／伊東救難所

▲ ①下田救難所のある、函館港とともに日本初の開港となった下田港。②伊東救難所のある富戸漁
港には、「ヨコバマ」の名で知られる日本屈指のダイビングスポットも。③太古の噴火で流れ出
た溶岩によって形成された城ヶ崎海岸の絶壁。④800mの白い砂浜が広がる、下田の白浜大浜海岸。

海の安全安心を支える
ボランティアたちの群像

伊豆地区水難救済会　下田救難所／伊東救難所

マリンレスキュー紀行連載

① ②

④

③
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　「海で人を助けるのは当たり前」
　下田救難所が属する伊豆地区水
難救済会の加藤紀久夫会長が、そ
う話し出した。令和元年には、下
田沖のプレジャーボート転覆事故
において、船上で蘇生法を行い、
乗船者４名全員を無事救助し、本
年度の名誉総裁表彰（海難救助功
労／団体）を受けた下田救難所は
168名の救助員が所属する一大組
織。そのすべてが下田漁業協同組
合員であり、加藤会長は伊豆漁業
協同組合代表理事組合長も兼務し
ている。
　「下田は魚の町。漁協に所属し
ている人数も1,600名を超えます。
そのなかには遊漁船業を営む者も
多くいます。伊豆半島の先端にあ
る下田は全国でも有数の釣りの

メッカ。季節を問わず多くの釣り
人が下田を訪れます。人が多く集
まればそれだけ事故も増えます。
下田救難所の所員は、誰もが記録
に残らない小さな救助を日常のな
かで度々行っています。下田の漁
業者にとって、海で人を助けるの
は当たり前なんですよ（加藤）」
　加藤会長を含めた５名の救助員
に、日常のなかにある救助活動に
ついて尋ねた。

コロナ禍で増えた
磯釣りの事故

　南伊豆の海岸線は多くの磯で形
成されているが、陸からアプロー
チできる磯は少なく、あってもひ
どく険しい。下田では沖合いでの
釣り船とともに、渡船を利用して
磯や沖の磯に渡って釣りをする磯
釣りが盛んである。渡船の船は釣
り人を磯のポイントに運び、一旦
港に戻ってくるので、下田救難所
に救助要請が入ると港で休んでい
た渡船業者が対応することが多い。
多くの出動経験をもつ渡船業を営
む田中舟一救助員に話を聞いた。
　「ここ最近はコロナ禍の影響で
観光客は減っていますが、実は釣

りの事故はそんなに減っていない
んです（田中（舟））」
　コロナ禍のアウトドアブーム
で、人のいないレジャーとして釣
りも注目されているが、事故を起
こすのは、ブームで釣りを始めた
人たちとのことだ。コロナ禍の
閉塞感をいっとき忘れられるレ
ジャーとして、人のいない磯での
釣りはさぞ気持ちが良さそうだ
が、海をナメていると田中（舟）救
助員は警報を鳴らす。
　「ビギナーの多い釣り船だと船
頭が常にケアしているし、渡船が
初めての人だったらそうもいかな
いけど、基本的に渡船の磯釣り客
は常連が多いからある程度安心し
てる。怖いのはこのコロナ禍で磯
釣りを始めた人。歩いて陸からポ
イントに行く地磯釣り。最近は個

▲ 左から、中川裕介氏（伊豆地区水難救済会事務局／下田救難所事務局）、加藤紀久夫氏（伊豆地区水難救済会 会長）、
田中久惠氏（下田救難所 救助員）、長谷川一夫氏（下田救難所 所長）、田中舟一氏（下田救難所 救助員）

▲伊豆地区水難救済会　加藤 紀久夫 会長

下田救難所

▲ 一昨年の釣り客の落水事故のあった
須崎爪木崎の磯
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人のインターネットで磯へのルー
トも公開されてるからちょっと
行ってみようとか思うんだろう
ね。しかも何より問題なのは、彼
らが磯釣りをする格好をしてない
こと。ライフジャケットを着てい
ないことも多く、ときには革靴
だったりする。船からたまに見か
けるとゾッとするよ（田中（舟））」

磯での救助
渡船業者と渡船

　そんなビギナーが一昨年、爪木
崎の磯で落水事故を起こした。そ
の救助を行ったのは総勢５名、船
は２隻。要請の一報受けた中川祐
介救助員と、実際に救助に向かっ
た長谷川一夫所長と、田中久惠救
助員に詳細を聞いた。中川救助員
は漁港職員。事務方として救助員
の配置指示や救助中の関連機関へ
の連絡を取り仕切っている。主に
金目鯛漁業を営む長谷川所長と、
渡船業を営む田中（久）救助員はふ
たりとも古希を迎えた大ベテラン
である。
　「爪木崎の磯でライフジャケッ
トなしで落水者ありと、下田海上
保安部から下田救難所に救助要請
が入りました。幸いその日、港に
はふたりの救助員がいました。す
ぐに出港できる状態にあった田中

（久）救助員の渡船で急ぎ現場に向
かってもらいました（中川）」
　下田救難所に要請が入るとき、
出動するのは決まって渡船であ
る。下田の磯の入り組んだ海岸に
着岸するには渡船が一番有効。渡
船は舳先にタイヤを巻き付け、先
端の船底も鉄板で強化されている

のだ。
　「漁にいった船はなかなか戻っ
てこないけど、渡船は港にいるこ
と多いし丈夫だからさ、救助に都
合のいい船なんだよ（田中（久））」
　田中（久）救助員の軽口に、一同
が笑う。
　「いつも助かってますよ！ おか
げさまで下田救難所ではすぐに救
助に出れる船がないってことはま
ずないんです。あの時も『あ、ちょ
うどいい船がいます、すぐ向かわ
せます（笑）』って、電話で答えて
ましたから（中川）」
　気の置けない仲間たちの笑声。
ここでは救助ということが本当に
当たり前の日常のひとコマなので
ある。

磯を襲う大波で
落水した釣り客

　爪木崎の磯は暗礁も多い。慣れ
ている者でないと着岸どころか近
づくことさえ難しい。ベテランの
ふたりが急行できたのも幸いし、
浮輪を使って素早く無事落水者の
救助に成功した。
　しかし、ここで問題が起こる。
磯に残されたもう一人の釣り客は

気力を失いもはや陸から戻れない
状況。ふたりの救助員は船に引き
上げた落水者のケアも必要で、も
う一人の救助は行えない状況だっ
たので、港に連絡し、別の船が出
動した。
　「事故は海が荒れてるときに起
こる。もともと、その日は天候が
悪くてこっちは仕事も休んでい
た。船は出せなくても、丘からな
ら歩いて行けたりするからタチが
悪いよ（田中（久））」
　長谷川所長が続ける。
　「みんな釣りたいからって磯の
先端に行くけど、磯の先端には同
じ方向から波が来るとは限らな
い。磯の先端で夢中で釣りをして
ると、そんな大波を後ろから受け
ることがある。よく100回にひと
つ大波がくるとか言われるが、下
田ではそれが５ｍを超える大波の
こともある。この海に慣れている
者なら、『今度の波は違う』と、
波の音や目視、匂いなど、五感で
感じることができるけど、釣り客
はまず無理（長谷川）」
　田中（久）救助員がうなずく。
　「みんなこの海で子どもの頃か
ら、何度も怖い思いをして、学ん
できたんだ（田中（久））」

迅速な救助を可能にする
下田漁業者の団結力

　「仲間の船が港に戻らないと、
みんなで探しに行くことも当たり
前（加藤）」
　迅速な救助を行う下田救難所。
その原動力を如実に示すような過
去の救助の事例を、長谷川所長が
話した。▲下田救難所　長谷川 一夫 所長

▲タイヤと鉄板で補強されている渡船の舳▲所有する渡船・三信丸を操船する田中久惠救助員
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　令和元年の冬、古代遺跡で知ら
れるタライ岬の先にある遠国島で、
海苔摘み漁をしていた漁師が行方
不明になったとの連絡が入った。
　「船はあるけど、人影がない。
顔の知った漁師仲間が行方不明と
のこともあり、25隻が捜索に出た。
みんな休業して磯もくまなく探し
た。ダイバーも潜った。３日後、
隣の海岸で遺体を発見したときは
悲しかったな（長谷川）」
　平成16年に行ったさらに大きな
一斉捜索について、田中（久）救助
員が話した。
　「大島方面へ向かった仲間の船。
朝に戻る予定だった昼になっても
戻ってこない。あのときの捜索
は一刻を争うものだったから、
100を超える船でやったな（田中

（久））」
　一旦夕方で捜索を中断し、港に
戻ったその足で電話会社に連絡
し、事情を説明して携帯電話の電
波探知をお願いしたが、法律の問
題で探知が不可能だとわかると、
またその足で下田海上保安部に行
き、行政から電話会社を動かした。
　すると遠州沖で微弱な電波を確
認。夜中だったが、その海域まで
行ける大きな船５隻で捜索に向
かった。おりしも嵐の日、レーダー
も機能しないので、５隻が等間隔
に一列に並び、けして見逃さない
という思いで目視の捜索をした。
すると、誰かが波間に小さな点を
見つける。近づくと探していた船。
警報を鳴らしても反応がない。無
人で走り続けていたのだ。捜索船
は無人船を追い越し、ロープを流
して無人船のスクリューに巻き付
けて捜索船の進航を止めた。
　このとき、下田救難所が行った

救助はそれで終わりではない。そ
の後一週間、今度は人を捜索した。
確保した船のプロッターで辿った
経路を分析し、多いときで10隻を
超える船が、長い一線となり、船
の経路を何度も辿った。
　「仲間の死は何よりも悲しい。二
次災害の可能性を計算したり、専
門家の意見を待ったり、行政と協
議を繰り返していたら、だめ。海は、
待ったが効かない世界。『ちょっと
待って』とか言ってるうちに、人
は死ぬんだよ（長谷川）」
　下田救難所では、いつもスピー
ドを重視する。揺るぎない結束力
をもって。

いつまでも楽しい
下田の海であるために

　最後に、５人の救助員たちに、
これからの活動について聞いた。
　「コロナ禍で下田海上保安部と
の大規模合同訓練はできていませ
んが、船員災害防止協会や、海上
保安部で進めているLGL（ライフ
ガードレディース｜漁協の女性協
会員によるライフジャケットの着
用啓蒙や、救命救助、蘇生法訓練、
AEDの使用訓練を行う組織）と
の合同訓練は引き続き行っていま
す。今後、アウトドアブームによ
る新規客へのケアに注力しなけれ
ばと思っています。せっかく来て
くれたんだから楽しんで帰ってほ
しいのです。そのために、楽しむ
ための最低限のマナーを教えるの
も我々の役目なんだと思っていま
す（中川）」
　「そうだね、やっぱり楽しんでほ
しいね、下田を。釣り自体もいろ
んなのが増えてきて、キャッチ&

リリースなんてことがいわれてる
けど、俺は遊漁船をやっているか
らさ、やっぱりここで釣りを楽し
んで、ここで釣った魚は旨いと思っ
てくれると嬉しいな（田中（久））」
　「海で遊ぶのは、国民の権利。あ、
貝を獲るのはダメだぞ（笑）。だか
らどんどん遊んでほしい。でもそ
の権利とともに、ひとつだけルー
ルがあることをわかってほしい。
そのルールとは安全を意識するこ
と。何かあったら悲しませる人の
顔を思い浮かべてほしい。どんな
迷惑をかけるかちょっとだけ想像
だけはしていてほしい（長谷川）」
　「下田の漁業も全国の例に漏れ
ず高齢化が進んでいますから、こ
れからが大変だと思いますが、
ずっと下田は変わらずやってきま
したから、きっと大丈夫だと信じ
ています。田中（舟）のような若い
人間が我々の活動を見て、精神も
引き継いでくれているはず。頼も
しい限りです（加藤）」
　「はい、心配は要りません（笑）。
といっても何も変わりませんよ。
これからも肩肘張らず、当たり
前のことをするだけだから（田中

（舟））」
　下田には、「海で人を助けるのは
当たり前」という漁業者がいて、そ
の矜持は今後も引き継がれていく。

▲令和元年に海苔摘み漁中の事故が起こった田牛遠国島の磯
▲下田救難所　田中 舟一 救助員

▲�伊豆地区水難救済会 事務局 
下田救難所 事務局　中川 裕介
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　「海で人を助けるのは当たり前」
　そう話し出したのは、伊東救難
所の日吉直人救助員。一般社団法
人静岡県定置漁業協会の代表理事
会長でもある。伊東救難所は所員
数88名。主にいとう漁業協同組合
富戸支所の所員で形成される組織
である。東伊豆に位置する富戸は、
日本のレジャーダイビング発祥の
地。都心からのアクセスも良く、
ダイビングのブームの1980年代に
は、抜群の透明度を誇る海に集ま
る多種多様な魚を求め、年間２万
人を超えるダイバーが訪れた。
　富戸漁港の南には、観光地であ
る城ヶ崎海岸があり、富戸漁港か
ら城ヶ崎海岸の間には屹立した岸
壁が続き、この海域は磯釣りの絶
好のポイントであるとともに、多
くの事故が起こる伊豆の海の急所
として知られている。
　そんな富戸には、多くの海難救
助の言い伝えが残る。遡れば帆船
時代の救助の伝承、なかには紀州
藩や土佐藩の船を村総出で助けた
という記録もある。なので、港に
は複数の無縁仏の墓もあり、救助
員は今でも月に一度はお参りし、
年始には地域の住職を読んでお経
を唱えるなど供養を欠かさない。
記録とともに、古の時代から行わ

れてきた数多の救助の記憶は、富
戸の海で生きる者のDNAに深く刻
み込まれ、現代の伊東救難所所員
にも確実に引き継がれている。

富戸の磯で行う
釣り人の救助

　富戸で起こる救助記録に残らな
い活動は日常茶飯事。今年もすで
に何度か救助活動を行い、春先に
も城ヶ崎の磯で、夜釣りをしてい
る夫婦を救助したとのことだった。
その救助活動を行った日吉（直）救
助員と、富戸定置網漁労長でもあ
る秋元正樹救助員に話を聞いた。
　「夜中の１時頃に、消防から日
吉（直）さんに船を出してくれと連
絡が入り、日吉（直）さんと私は現
場に向かったんです。富戸漁港と
城ヶ崎海岸の間の磯です（秋元）」
　少し高さのある磯から落ちた妻
は、夫が差し出したタモをたぐっ
て浅瀬の小さな磯に上がり、なん
とか持ち堪えている状況だった。
先に駆けつけた消防が陸からの救
助を試みたが不可能。そこで日吉

（直）救助員に連絡が入ったのだ。
　「あそこら辺の磯は、波の強いと
きに近づけるのはかなりのテクニッ
クがいる。しかも夜だったので尚更
大変だった。近くまで寄るには寄
れたが着岸が不可能だったので、
磯の窪みに避難している女性に、
浮き輪で引き揚げるから海に入れ
と言ったんだ。そうしたらその女性
が『もう海に入るのは嫌だと！』と
ごねてね。確かに夜の海に入るの

は怖いし、死にそうな思いをしたば
かりだから気持ちはわかる。大柄
の女性だったから海から上げるの
も大変だったけど、入れるのも大
変だったな（日吉（直））」
　救助が終わったころ、ようやく
管轄の下田海上保安部が到着。ど
の海域でも起こることだが保安部
が到着するまでに距離的にどうし
てもタイムロスが生じる。今回の
救助もそうだが、そのタイムロス
の間にもし大波が女性を襲ってい
たら、もっと深刻な事態に陥って
いたはずだ。海の事故の多発地域
のすぐそばにある伊東救難所の役
割は大きい。

伊東救難所が捜索活動にも
積極的に協力する理由

　「富戸漁港の南の外側は海流の
関係でゴミが漂流してくるエリ
ア。悲しいことですが、遺体が流
れ着くこともあります。遺体を漁
船に引き上げることを厭う漁業者
は少なくないと聞きますが、富戸
では生死問わず、積極的に捜索活
動にも協力しています」
　そう語ったのは、漁協の理事を
務める日吉博救助員。遠い昔から

▲ 左から、秋元正樹氏（伊東救難所 救助員）、日吉直人氏（伊東救難所 救助員）、島田尚彦氏（伊東救難所 事務局）、
日吉 博氏（伊東救難所 救助員）、猪狩克裕氏（伊東救難所 救助員）

伊東救難所

▲伊東救難所　日吉 直人 救助員
▲富戸漁港にある無縁仏の墓
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引き継がれてきた富戸の漁業者の
心得を教えてくれた。
　「生きている人はいち早く助け
るのは当たり前ですが、富戸では
代々、『遺体も早く気づいてほし
いって思っている。上げてあげな
いと、成仏できない。だから早く
見つけてあげないといけない』、そ
う教わってきました（日吉（博））」
　日吉（直）救助員が頷く。
　「遺体も早く家に帰りたいと思っ
ている。残された家族も待ってい
るはず。遺体の捜索というのは、
多くの人を救う行為でもあるんだ。
そしてもうひとつ、『正しいことを
やれば、いい漁につながる』とも教
わってきた。古き良き時代の日本
人の良心ともいうべき思想がここ
には残っているんだよ（日吉（直））」

美しき富戸の光と影
ダイビングチームの役割

　伊東救難所が捜索活動に力を入
れざるを得ない外的要因もある。
城ヶ崎海岸である。太古の時代、
大室山の噴火で流れ出した溶岩で
できた絶壁の岩崖は、多くの観光
客とともに、ここで生を終えよう
とする者をも惹き付けるという悲
しい側面も併せもつ。
　ここで起こるそんな捜索の話
を、島田尚彦救助員に聞いた。
　「悲しいことですが、自殺者の
捜索の要請もあります。切り立っ
た城ヶ崎海岸では毎年起こること
で、多い年には５回や６回、今年
も元旦から捜索に出ました。崖の
途中に引っかかっていた遺体もあ
ります。着ていたダウンジャケッ
トが救命胴衣がわりになり、救助
できたこともあります（島田）」
　普段、定置網漁を行っている秋
元救助員に至っては、仕掛けていた
定置網に人が引っかかっている場
面にも何度か出会したとのことだ。
　「生きてる人だったら、良かった

と思うんですが、それが遺体の場
合もありました。でももうそんな
に驚かなくなりました。というの
も僕はここの生まれではなく、20
歳そこそこでダイビングインスト
ラクターとして富戸にきて、その
まま居着いたＩターン組です。来
た当初はちょうどバブルが弾けた
頃で、それこそ飛び降りなんて月
一回は当たり前、とんでもないと
ころに就職に来ちゃったなと思っ
たもんです（笑）。捜索で潜ってい
るときは心の準備ができているけ
ど、仕事で潜っていて偶然見つけ
て、目なんか合っちゃうとパニッ
クでした（秋元）」
　富戸漁港のダイビングセンター
長を努める猪狩克裕救助員も、秋
元救助員と同じくこの海に魅せら
れた移住者のひとり。秋元救助員
とともにダイビングによる数多く
の捜索を行ってきた。
　「全国でも珍しいと思いますが、
富戸では漁港が主体となってダイ
ビングに力を入れてきました。『海
で人を助けるのは当たり前』とい
うことは、昔から言われていたこ
とで、恩に着せることもなくこの
海に来た人を分け隔てなく助ける
という行為は、外の人間からする
と本当に気持ちのいいものでし
た。それを何度となく目の当たり
にしているうちに、気付いたらい
つの間にか僕も助ける側の人間に
なっていました（猪狩）」
　透明度の高い富戸の海では目視
による捜索が効果的であり、３年
前には地域の消防にダイビング機
能をもつ水難救助隊が結成され、
現在でも月に３回、伊東救難所が
その指導にあたっている。
　富戸から城ヶ崎に続く磯は絶好
のダイビングポイントだが、その
すぐ脇には潮の流れが目紛しく変
わるためポイントから除外された
海域が点在する。多くの捜索が必
要となるそんな急所でのダイビン

グは慣れたものでないと困難であ
り、消防の水難救助隊のスキル
アップさせることも、これからの
伊東救難所の役目だという。
　「消防も頑張っていますけど、
やっぱり私たちとは少し違う。けし
て彼らを否定するわけじゃないし、
敬意ももっているけど、仕事でや
るのと、「海で人を助けるのは当た
り前」と思ってやるのとではどうし
ても違いがでてきます。でも、こ
の海の安全をより強固にするため
には彼らの力が必要です（猪狩）」

富戸で生きる者に
引き継がれる矜持

　最後にこれからの指針を日吉
（直）救助員に聞いた。
　「指針と言っても何も変わらな
いよ。当たり前のことをするだけ。
ただ、消防のダイバーもそうだけ
ど、これからの人間を育てていく
のも大事。漁港の若い世代のなか
には特に遺体の捜索を嫌がる者も
いるけど、まぁ嫌がっても教える
ために連れてくんだけどさ（笑）。
教えるというのは作業のことじゃ
ないよ、代々この海で継がれてき
た『海で人を助けるのは当たり前』
という精神なんだ（日吉（直））」
　富戸にも、「海で人を助けるのは
当たり前」という漁業者がいて、そ
の矜持は今後も引き継がれていく。

▲�上から、伊東救難所　秋元 正樹 救助員、日吉 
博 救助員、伊東救難所 事務局　島田 尚彦

▲城ヶ崎海岸の磯の絶壁は事故多発エリア ▲ダイビングの準備をする猪狩克裕救助員
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全国地方救難所の
お膝元訪問

下田でしか味わえない数種類の日戻りキンメを
どこよりも新鮮に、かつリーズナブルに

港ニッポンニッポン グルメ食遊記グルメ食遊記

① 　「日戻りキンメ」をふんだんに
使った「三色丼」。1,500円。

② 　下田の金目鯛。下田港は、金目
鯛の漁獲量で日本一である。

③ ④　大漁旗や訪れた著名人のサイ
ン色紙が貼れた店内。席を間引き、
アクリル版を設置するなど、新型
コロナウイルス感染症対策を施し
ている。

市場の食堂 金目亭
住　所　静岡県下田市外ケ岡1︲1
電　話　0558︲22︲6314
営業時間　7：00～9：30／
　　　　11：00～15：00
定休日　 火曜日（不定期で月一度

の連休あり）

　下田港にある「市場の食堂 金目
亭」は、下田漁業共同組合が運営
する食堂である。営業は朝と昼。
席を間引くなどコロナ対策を施した
店内には、大漁旗や有名人のサイ
ン色紙が貼られ、漁業関係者の威
勢のいい声や汽笛の音が混ざった、
活気ある港の喧騒が心地いい食事
処だ。漁協が仕掛ける食堂は全国
津々浦々にもあるが、金目亭はそ
のなかでもトップクラスの鮮度を
誇る。なぜなら漁港直結の食堂な
のだ。食堂のすぐ隣が市場。距離
にして、と言うより数歩。店長兼料
理長の上野健一さんが、毎朝自ら
隣りの漁港で目利きして、そのまま
調理場に運んでくるのだ。
　下田を代表する魚といえばなん
といっても金目鯛。金目亭の売りも
当然、金目鯛の料理ということにな
る。通常、市場は朝に開かれるの
が相場だが、下田漁協では金目鯛
のためだけに昼も市場が開かれる
ほどだ。昼の市場に上がる金目鯛
を地元では、「日戻りキンメ」という。
　「金目鯛漁は数日かけて遠方で行
うことが多いのですが、下田では伊
豆七島より先で漁れた金目鯛を『沖
キンメ』、近海で漁れたものを「地

キンメ」と呼び分けています。「地
キンメ」のなかでも、朝漁れて昼
の市場に上がったものを「日戻りキ
ンメ」というんです。金目亭では、
この『日戻りキンメ』を使っていま
す。なかでも「三色丼」は、他では
なかなか味わえないと思いますよ」
　金目亭の「三色丼」を見て、ま
ず驚く。金目鯛のみ構成された３
色なのである。下田港には、多い日
で10tほどの金目鯛が上がるが、そ
のなかに５～10㎏ほど、金目鯛の
希少種が含まれる。地元の呼び方
で『ヒラキンメ』『ハシキンメ』『ト
ロキンメ』などだ。金目鯛の希少
種は漁獲量が少なく、流通にはほ
とんど乗らず、地元にしか出回らな
い。金目亭の三色丼は、『沖キンメ』
のほかに、その日漁れた希少種２種
を使っているのだ。
　そもそも高級魚である金目鯛。

「沖キンメ」からして美味である。
そして、他２色をいただく。「ハシ
キンメ」はコリコリしていてより白
身が強調された食感。「トロキンメ」
は見事に脂が乗っていた。これで
1,500円とは脱帽である。
　下田で、地産地消の極みととも
に金目鯛に種類があることを知った。

① ②

③ ④



広島県水難救済会
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地元の小学校３校で「海の安全教室」を９回開
催しました。
　令和２年７月８日から７月27日の間、広島県水難救済
会では、海楽園ハーバーレスキューステーション救難所
の救助員１名が講師になり、地元の小学校３校を訪問し、
計760人の生徒と44人の教員が参加して、「海の安全教
室」を開催しました。
　開催は、延べ９回となりましたが、このうち３回は、
広島海上保安部から職員２名も講師として参加し、「海浜
事故の発生状況と事故防止について」及び浮いて救助を
待つ技能を教える「ういてまて」の講習を行いました。
　例年はプールを使用して「海の安全教室」を実施して
いましたが、コロナ禍のためプールの使用ができず、教
室や体育館を使用して、映像を用いるなど、工夫した講
習となりました。
　講習後、多くの生徒から寄せられた感想文には、救助員、
海上保安部職員への感謝の気持ちが綴られていました。

海上保安官の講義を受ける生徒

水難救済思想の普及活動レポート水難救済思想の普及活動レポート
ボランティアスピリットの継承のためのボランティアスピリットの継承のための

広島県水難救済会による海の安全教室に参加した広島市立五日市中央小学校の生徒たち

海の安全教室
　平成13年度から平成28年度まで、全国の小中学校等で児童・生徒を対象に、「若者の水難救済ボランティア教室」を
開催し、講師の海上保安官やライフセーバーの皆さんから海での事故を防ぐための知識のほか、万一、自分や友達等が
海で遭難した時に助かる術を実地に手ほどきを受けていました。
　平成29年度から「海の安全教室」に名称を変更し、教室の対象者を子供たちだけでなく、教師や保護者をはじめ、
一般市民にまで拡大するとともに、指導内容も見直したうえで、全国各地で展開しています。
　今年度も、昨年度と同様、新型コロナウイルス感染症対策を講じたうえで、可能な範囲で実施することとしています。
　今回の活動レポートは、昨年７月に広島県水難救済会で開催された「海の安全教室」のほか、インターネットを通じ
て海の安心安全を勉強していただくための「アプリ」が開発されていますのでこれらの紹介を中心としました。
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広島県水難救済会による体育館での講習 海上保安官による「ういてまて」講習

山岡救助員 講師の海楽園ハーバーレスキューステーション救難所山岡和子救助員による教室での講習

＜子供たちからの感想文（抜粋）＞
・しらないことをおしえてくれてありがとうございました。
・いのちをまもることをおしえてくださってありがとうございます。
・山ちゃんにおしえてもらった「ういてまて」がとってもよくわかりました。
・たいせつなポイントがよく分かりました。
・「ういてまて」をやってみようと思います。
・らんどせるがうくのをはじめてしりおどろきました。
・ 友達がおぼれていても、水の中には入らずにきゅうきゅう車をよんだり、おた
すけアイテム（ペットボトル、うくもの）をわたせばいいことが分かりました。

・ぼくがおぼれたらういてまてをちゃんとすることをがんばります。
・「ういてまて」を家で寝る時、おふとんで、れんしゅうしたいなと思いました。
・ 海におぼれたときにどうすればわからなかったので海の安全教室があってよ
かったです。ふくはぬがないほうがいいっていうのがはじめてしりました。

・帰って、命を守る方法を調べようと思います。
・私たちは、これから海水浴に行くと思うのでいい勉強になりました。
・ ひものむすび方はむずかしかったけど、家で練習して、キャンプとかで使って
みたいと思います。

・ ふねやボートにのるときライフジャケットを着用しないと違反になることも分
かって、とても勉強になりました。

＜参加した先生から山岡救助員へ＞
　パワーポイントと上手なお話とエアプールをしたことで、子どもたちがとても
楽しくのりのりで最後までお話を聞くことができて、すばらしかったです。分か
りやすく楽しく授業していただきありがとうございました。

＜山岡救助員のコメント＞
　コロナ禍において多くの学校で水泳授業が中止される中、各
学校の先生方のご協力のおかげで「海の安全教室」を無事行う
事が出来ました。教室での授業では、子ども達が飽きないよう
色々工夫しました。感想文を頂戴し、楽しみながら学習しても
らえたようでとても嬉しく思います。



▪「水辺の安全学習アプリ」とは

▪学習アプリの内容
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　水難防止の一環として、学習指導要領（体育・高学年）に背浮きなど「安全確保につながる運動」が採用されました。
　しかしながら、新型コロナウイルス感染拡大により、2020年度は、全国的に水泳授業を取りやめるケースが相次
ぎました。一方、川や用水路など、住まいの周囲での子供の水難事故が増加しています。
　このような状況に鑑み、全国的に水難防止の体験学習・啓発機会を提供する６団体が連携協力し、「水難を避ける
ための基礎知識」について、子供たちやその保護者に楽しみながら直感的に学んでも
らえるよう、パソコンやタブレット、スマートフォンで使えるデジタル教材「水辺の
安全学習アプリ」が開発されました。
　同学習アプリは、水泳授業で「安全確保につながる運動」を学ぶ小学５年・６年生
を主な対象として、水辺での危険予知や対策、身を守る方法について、アニメーショ
ン付きの解説で学べる無償のデジタル教材です。
参考１）制作団体
　公益財団法人ブルーシー・アンド・グリーンランド財団、日本赤十字社、
　公益財団法人河川財団、一般社団法人水難学会、公益社団法人日本水難救済会、
　NPO法人川に学ぶ体験活動協議会の６団体
参考２）総合監修
　国立大学法人鳴門教育大学大学院高度学校教育実践専攻　教授　松井敦典氏
　国立大学法人東京海洋大学学術研究院海事システム工学部門　准教授　田村祐司氏

● 水辺のマップで安全な行動を選択するコンテンツや、緊急 時の行動シミュレーション（119番、118番通報の手順）、
◯×クイズ などを通じて「水辺の安全」を最短15分で学べるデジタル教材です。

● 学習メニューは１から７までとなっています。各メニューで海や川、ため池での水辺の安全について及びライフジャ
ケットの機能や落水時の対処法（背浮き）について学ぶことができます。

水辺の安全学習アプリトップ画面

アプリアクセスURL 
https://mizube-anzen.jp 

項　　　目 内　　　　　容

メニュー１ 水の事故の実態説明です
メニュー２ 海での危険個所、対処法を学びます
メニュー３ 川での危険個所、対処法を学びます
メニュー４ ため池や用水路での危険個所、対処法を学びます
メニュー５ ライフジャケットの重要性や効果について学びます
メニュー６ 水に落ちた際の対処法（背浮き）を学びます
メニュー７ 落水者を発見した時の対処法を学びます

行動シミュレーション ライフジャケットの着用方法や緊急連絡（119 番、118 番）の連絡方法などについて
学びます

くわしい知識 上記メニューでは紹介できなかった更に詳しい水難事故防止について学びます
※教員や保護者、指導者向けの内容です



１　児童個別で利用

２　集団授業・ホームルーム等で利用

注）学校利用時にはユーザー登録をお願いします

「水辺の安全学習アプリ」は無償でご利用いただけますが、小学校で利用する際は、関係省庁
への報告の必要がありますので、アプリからユーザー登録をお願いします。

●水辺の安全学習アプリ仕様

メディア PWA（Progressive Web Apps）

対応ブラウザ Edge、Chrome、Safari　各種の最新ブラウザ

対応機種 レスポンシブでパソコン、タブレット、スマートフォンに対応
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アニメーションによる解説

●GIGAスクール構想の環境を活用 
　文部科学省のGIGAスクール構想で児童に配付されたタブ
レットやパソコンで動作し、すべて無料でご利用いただけ
ます。
　更には子供が学びを深められる「詳しい知識編」も備え
ていますので、授業などで、タブレットを使い各児童の理
解度に応じて個別に学習を進めることができます。
　また、水泳授業で背浮きを学ぶ際の事前学習や夏休み前
の安全学習、家庭学習など、学校の様々なシチュエーショ
ンに合わせた使い方ができます。
　さらに、学校だけではなく、海辺や水辺で活動している
団体や組織はもちろんのこと、PTA活動や総合型スポーツ
クラブなどでも使えます。

※インターネット通信環境が必要です。

　教職員のパソコンやタブレットを大型のモニターにつな
いで、集団で学んでいただけます。
　「○×クイズ」を班などのグループで考え、答えとその理
由を発表し、答え合わせするなどの利用方法も可能です。

ブラウザで起動するため、端末へのインストールは不要
Edge、Chrome、Safariの最新ブラウザで、パソコン、タブレット、 スマートフォンで動作します。

学校授業で利用する際は、以下の２パターンでの利用方法を参考にして
各学校の授業形態に合わせてご使用ください。

小学校での水泳授業はもとより、夏
季に多発する水難事故についての啓
発の教材として、ご活用ください。

水辺の安全学習アプリに関するお問い合わせ
公益財団法人 ブルーシー・アンド・グリーンランド財団　事業部事業課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水辺の安全学習アプリ担当　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：03-6402-5312　Mail:jigyo＠bgf.or.jp



　「うんこドリル」とは、株式会社文響社が発行しているすべての問題と例文に「うんこ」を
入れて作られた学習参考書のことです。
　勉強を楽しいものに変え、子どもたちが勉強を好きになれるよう、子どもたちの目線で考え、
子どもたちの味方になることを最重要に思って作られた、新定番になりつつある子供向け学
習ドリルです。2021年６月時点でシリーズ820万部発行されています。
　この度、「うんこドリル」と海上保安庁がコラボし、小学生の海難事故防止および海上保安
庁の仕事を楽しく学んでもらう取り組みとして、日本一楽しい海の安全ドリル『うんこ海の
安全ドリル』冊子およびオンラインゲームの２パターンが制作、公開されました。
　冊子では、問題・選択肢・イラストに「うんこ」が入った２択問題（全５問）を解き進めながら、
海での事故を防止するための基本的な知識を楽しく身に付けることができるものとなってお
り、解説ページでは、子どもたちが記憶しやすいように、「海での事故に遭わないために、ど
のような行動をするとよいか」が、ひとことの「教え」とわかりやすいイラストで表現され
ています。
　ゲームでは、クイズゲーム感覚で海難
防止のための基本的な知識と海上保安庁
の仕事を楽しく学ぶことができます。
　出題形式は○×の２択問題、数字の入
力など様々で全15問がアトランダムに出
題され、問題　→　解答選択　→　解説
の流れを繰り返すことで、ゲームを楽し
みながら正しい知識を習得することがで
きます。

17

オンラインゲームはこちら

海上保安庁と、あの「うんこドリル」がコラボ
～海難事故防止、海上保安業務を楽しく学んでもらうために～

海上保安庁警備救難部救難課

Topics（投稿）
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静岡県

静岡市◎

下田市◎
牧之原市◎
◎掛川市
◎

御前崎市

◎熱海市

静岡地区水難救済会

伊豆地区水難救済会

駿河湾

御前崎海上保安署

マリンレスキューレポート 救難所NEWS
Part 1

海難救助訓練ほか海難救助訓練ほか

令和２年度は、新型コロナ禍の中、全国の水難救済会において延べ51の救難所・
支所から631名の救難所員が参加して実地訓練などが行われました。

静岡地区水難救済会の相良救難所、御前崎渚の交番救難所及びUSPR掛川救難所が合同でサーファー救助訓練を実施

■静岡地区水難救済会
３救難所が合同で
サーファー救助訓練を実施
　大型連休中の令和３年５月４日、相良救難
所、御前崎渚の交番救難所及びUSPR掛川救難
所から救助員等計15名が参加して、牧之原市
から御前崎市の沿岸部においてサーファーが
沖に流されたとの想定で、御前崎海上保安署
との合同救助訓練が実施しました。
　訓練は、海難発生から救助までを官民連携
で行いましたが、救助時間の短縮について考
える等の良い機会となりました。
　なお、水上バイクの操船訓練では御前崎坂
下から相良坂井港まで安全パトロールを行い
ました。
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■佐賀県水難救済会
離島からの新型コロナウイルス感染症患者
搬送訓練を実施
　令和３年５月７日、唐津海上保安部、唐津市消防本
部、唐津保険福祉事務所、唐津市加唐島診療所、佐賀
県玄海水産振興センター及び唐津マリン救難所が参加
し、計21名による合同訓練が実施されました。
　訓練は、離島の加

か

唐
か ら

島
し ま

において、新型コロナウイル
ス感染症患者が発生したとの想定で関係機関が連携し
本土までの搬送手順を確認することで、関係機関の連
携、職員の対応能力を強化するとともに、離島住民の
安心に寄与することを目的に行われました。
　海上搬送による患者の移動は、厳重なる感染対策を
施して行われましたが、感染者の数が多ければ、更に
関係スタッフの労力も困難を要する事が実感として理
解できました。

救急隊へ引継ぎの状況

加唐島診療所（患者自宅想定）から患者の搬出訓練

船内観察時の状況

佐賀県

加唐島

福岡県

長崎県

◎
唐津市

唐津救難所

唐津マリン救難所救助船「レスキュー玄海」による人員輸送訓練を実施
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　令和３年５月25日、神奈川県足軽下郡真鶴町の岩
港及び付近海岸において、湘南海上保安署及び西神
奈川広域救難所の救助員計19名が参加し、溺水者の
引き上げ、AEDによる心肺蘇生法、行方不明者の水
中捜索訓練を実施しました。

　近年、釣り人の岩場からの落水事故やボート、サッ
プ漂流事故、高齢ダイバーよる事故が増加傾向にあ
る中、訓練により救助員同士が連携し、迅速かつ安
全で的確な救助活動を行うことができました。

■特定非営利活動法人 神奈川県水難救済会

■京都府水難救済会
官民合同の災害対応訓練を実施
　令和３年６月24日、舞鶴海上保安部、京
都府京丹後警察署、京丹後市消防本部、京丹
後市役所、マリンレスキュー網野救難所、京
都府水難救済会事務局が参加し、計65名に
よる合同訓練を実施しました。
　訓練海域は、多数の海水浴場を有する地域
であり、夏期には大勢の遊泳者が訪れること
から水難事故の発生に備えて隔年で実施して
おり、訓練参加者の士気を高め、関係救助機
関との連絡体制の構築など官・民相互の理解
を深めることができ、災害対応能力の向上を
図ることができました。

事故者を救急隊に引き継ぎ訓練概要の説明を受ける救助員

要救助ダイバー救助の状況

事故者を救助船内に収容の状況

AEDによる心肺蘇生訓練

落水者及び要救助ダイバーのレスキュー訓練を実施

訓練参加者による記念撮影
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■福井県水難救済会
新たに設立された小浜市水難救難所が関係
機関と合同ではじめて水難救助訓練を実施
　令和３年４月20日、小浜市川崎地区の小浜漁港前
面海域において小浜市水難救難所のほか、小浜海上
保安署や消防組合など総勢57名が参加し、官民連携
による救助技量の向上及び救助体制や各種災害時の
初動対応等の確認を目的とした水難救助訓練を実施
しました。
訓練は、プレジャーボートと観光船の衝突海難事故
を想定したもので、救助船２隻による海中転落者の
捜索収容搬送訓練、第八管区海上保安本部ヘリコプ
ターによる沖防波堤にいる負傷者の吊り上げ救助訓
練、自走不可となったプレジャーボートえい航救助
訓練、衝突した観光船から負傷者を移乗させ岸壁ま
で搬送する負傷者等搬送救助訓練及び消防署救急隊
による多数傷病者対応訓練（トリアージ）を行いま
した。
　令和３年３月に小浜市水難救難所が設立された
後、初めてとなる訓練でしたが、海上での捜索収容
搬送、傷病者等搬送、事故船舶えい航救助の手順に
ついて関係機関と連携し実施することができ、有意
義な訓練となりました。

新たに考案された曳航資機材の説明

ヘリコプターによる負傷者の吊り上げ救助訓練

多数傷病者対応訓練（トリアージ）

海中転落者の捜索収容搬送訓練

訓練前の説明会に集合した参加者（写真上、下）
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　皆さんは「あんしんや」をご存じでしょうか。安
価で入手しやすく誰でも作ることができる簡易救命
器具です。今回は、あんしんやを考案した巡視艇あ
おかぜの職員（現、小浜海上保安署員）が、プレ
ジャーボートやミニボートの曳航救助現場での経験
から、迅速かつ自船に絡索しないように救助するため、
えい航資器材を考案しました。
　その名を「えい航可能君」、必要なものはロープ
と100円ショップで売っている水泳補助具、浮き球、
カラビナです。
　作り方は簡単で「作成手順書」のとおりです。
　従来であれば、相手船の船首と自船の船尾に曳航
索を結んで曳航しますが、えい航船が船外機船であ
る場合や、両舷にしか結着場所がない場合だと船尾
中央に曳航索を結着できず、どちらかの舷に結着す
ることとなります。
　この場合でも曳航は可能ですが、片方の舷に引っ
張る力が加わるので、操船する際に当て舵をする必
要があります。
　「えい航可能君」では、Ｙの字状のロープを介して
船尾両舷の結着場所（漁船であればタツ）と曳航索
を結ぶと、均等に力が加わるので当て舵をする必要
はなく、また、力が分散するため、船体側の結着箇
所の負荷軽減にもなります。
　この場合、船外機を取り囲むようにロープが設
置されるため、船体動揺や使用するロープによって
は沈むものもあるため、絡索の危険がありますが、
100円ショップの水泳補助具は適度な弾力と浮力が
あるため、「えい航可能君」では絡索のリスク軽減に
も一役買っております。

　また、結着するのにロープワークが必要となり、
状況によっては結ぶのに時間を要することもあるの
で、カラビナを使用すればワンタッチで決着できます。
　三角形の頂点に曳航索を結着するのですが、そこ
もカラビナを使用すれば曳航索への結着は容易とな
ります。
　昨年冬に開発をはじめ、今年の５月に実用化し巡
視艇あおかぜに配備、６月の高浜水難救難所との訓
練において一般初公開となり、訓練においても好評
をいただきました。曳航救助を行う可能性のある全
国の水難救済会の皆様におかれましても活用してい
ただければ幸いです。

「えい航可能君」を使用した訓練の様子

「えい航可能君」
（完成品）

用意する物　必要な長さのロープ　１本、水泳補助具
　　　　　　（三角の２辺をほぼ覆う程度の長さ）
　　　　　　カラビナ　３個、浮球　２個
※組み立て画像はカラビナと浮球を省略しています

①ロープを２つ折りにし、
　２か所結び球を作る

⑤細いひもなどで
　浮き球を取り付ける

船体側結着結着
（えい航する側）

えい航索結着
（えい航される側）

③２本の端末にもやい結びで輪を作る
　このとき、２本のロープの長さが均一になるように注意！！

④３つの輪にカラビナを取り付ける
※�オレンジ矢印の２か所は、自船のタツやクリートに
結着する場合は輪のままでもＯＫ

②水泳補助具にロープを通す（２本）

完成品

海上保安官が考案したえい航資器材
～  えい航可能君  ～

小浜海上保安署

「えい航可能君」作成手順書

Topics（投稿）
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水難救助等活動報告水難救助等活動報告

和歌山県日置沖にて舵を故障した帆船（ヨット）に会合、曳航開始する和歌山県水難救済会紀南西部救難所所属救助船「弘和丸」

　明治22年11月に日本水難救済会設立以来、令和２年12月末までの救助人員は197,908名、
救助船舶は40,533隻となっています。
　また、地方水難救済会からの報告によれば、本年1月から6月末までの間、106件の事案に
出動し、救助人員は74名、救助船舶は39隻となっています。

■全国の救難所に所属する救難所員の出動件数及び救助人命、救助船舶件数の推移

■令和２年における出動・救助件数が比較的多い地方水難救済会の状況
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　令和３年２月９日、午後４時20分頃、田辺
海上保安部から「田辺市白浜千畳敷沖約1.5海
里付近において１名乗り組みの帆船（長さ7.56
メートル）が舵故障し、救助を求めている」旨、
紀南西部救難所が救助要請を受けた。
　直ちに救助員２名が救助船「弘和丸」（4.3ト
ン）に乗船し、午後４時20分頃、瀬戸漁港を
出港、午後４時45分頃、日置港灯台から真方
位50度約500メートル付近海上で要救助船の
曳航を開始、午後５時51分、同船及び同船船
長を瀬戸漁港に入港させ、救助を完了した。

1

折れたウインドサーフィンのマストウインドサーフィンを曳航する救助員

舵が故障した帆船を曳航する救助船「弘和丸」

3

和歌山県水難救済会　紀南西部救難所

舵が故障した１名乗組みの帆船
（ヨット）を救助船が曳航救助

　ゴールディンウイーク中の令和３年５月３日午前
11時20分頃、富津岬PW救難所の救助員が千葉県富
津岬展望塔北側の陸から沖合を監視中、同位置より約
500メートル沖合海上において、様子のおかしいウイ
ンドサーファーを発見、双眼鏡で確認したところ、周
りをキョロキョロ見ており、助けが必要と判断。午前
11時30分、救助船の水上バイク「富津岬をまもる会Ⅱ」

（0.2トン）で待機していた救助員に出動を指示した。

　その後、救助船の水上バイクが現場近くにて近づい
たところ、午前11時35分、漂流し、両手を振って救
助を求めているサーファーを確認、漂流者を水上バイ
クに収容し、ウインドサーフィンを富津岬北側先端ま
で曳航し、午後０時５分救助を完了した。
　なお、救助者の話によれば、カーボン製のマストが
折れてしまい、航行不能となり、漂流したとのことで
あった。

2

千葉県水難救済会　富津岬PW救難所

ウインドサーフィンのマストが
折れて漂流中のサーファーを救助

1

4

7

6 2

5

最近の主な水難救助活動事例最近の主な水難救助活動事例
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　令和３年１月12日午前７時頃、福岡県糸島市志摩芥
屋所在の福の浦漁港を出港した１名乗り組みのカヤッ
クが、仏埼付近で釣り中、午前８時50分頃、高波を受
けて横転、乗組員１名が海に投げ出されたが、何とか
カヤックに掴まることができ、海上保安部に救助を連
絡。
　これを受け、午前８時54分、唐津海上保安部は、芥
屋救難所に救助要請を行った。
　要請を受けた芥屋救難所は、直ちに所長ほか副所長
及び救助員２名の計４名が救助船「つる丸」（1.7トン）
に乗船し、芥屋漁港を出港し、午前９時10分、カヤッ
ク及び同人を発見し、カヤック及び同乗組員を救助船

「つる丸」に引き揚げ、午前９時20分、芥屋漁港に入
港救助を完了した。

　令和３年３月20日午前11時22分頃、敦賀海上保安
部から、敦賀市美浜町和田沖で男性１名が乗ったカ
ヤックが帰還困難となっている旨、美浜水難救難所に
救助要請があった。
　この要請を受け、直ちに救助船「新漁丸」（9.1トン）
に救助員１名が乗船し、美浜漁港を現場向け、出港した。
　午前11時40分現場着、該船を発見、乗組員とカヤッ
クを救助船に収容し、午前11時53分頃、美浜漁港に
入港、救助を完了した。

3

5

陸揚げされたカヤック

救助後に陸揚げされたミニボート救助後に陸揚げされたミニボート

福岡県

芥屋漁港

仏崎

岐志漁港

福の浦漁港

佐賀県
長崎県

糸島市

唐津海上保安部

公益社団法人 福岡県水難救済会
芥屋救難所

福井県水難救済会　美浜水難救難所

釣り中に高波を受けて横転した
カヤックと乗員を救助

　令和３年４月11日午後０時48分頃、唐津海上保安
部から、糸島市所在の引津湾平瀬付近海上にて、ミニ
ボートが転覆し、乗組員が救助を求めているとの救助
要請が岐志新町救難所長にあり、これを受けて午後
０時48分頃、所属の救助船「第５旭星丸」（1.6トン）
に救難所長と救助員の２名が乗船し、岐志漁港を出港、
午後０時51分頃、現場着。転覆した船体に掴まってい
る乗組員２名と船体を船内に収容し、午後１時40分
頃、帰港、唐津海上保安部に引き渡し、救助を完了した。

4

公益社団法人 福岡県水難救済会
岐志新町救難所

転覆したミニボートに掴まって
いた乗組員２名を救助

強風により帰還困難となった１名乗組みのカヤックを救助
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　令和３年２月28日午後５時38分頃、三重県鈴鹿市所在の千代崎
漁港沖合でプレジャーボート（4.1トン）がのり網に絡網したと、
四日市海上保安部から鈴鹿支所に救助要請があった。
　鈴鹿支所は、午後６時20分頃、救助船「徳宝丸」（1.6トン）に
救助員２名、及び救助船「第５丸徳丸」（1.1トン）に救助員２名
が乗船し、現場向け出港、午後６時30分頃、千代崎
沖で絡網しているプレジャーボートを発見、直ちに
のり網から同船を引き出す作業を実施し、同船の乗
組員３名を救助船「徳宝丸」に移乗させ、千代崎漁
港まで搬送。
　また、船長が乗船したプレジャーボートを救助船

「第５丸徳丸」で千代崎漁港まで曳航し、午後７時
20分頃、救助を完了した。

6
三重県水難救済会　
伊勢湾北中部地区海難救助連絡協議会救難所　鈴鹿支所

のり網に絡網し乗揚げたプレジャーボートを救助

　令和３年４月３日午前７時45分頃、陸上自衛隊佐多
射撃場付近海域で漂流している男性がいると、大隅肝
属地区消防組合から、南大隅町佐多救難所所属の救助
員 上籠光三氏が救助要請を受けた。
　要請を受けた救助員３名は、救助船「磯丸」（0.5ト 
ン）に乗船し、直ちに南大隅町佐多所在の辺塚漁港を
出港した。
　同日、午前８時10分頃、現場着、漂流している男性
１名を発見、救助員が一致協力し、同８時55分頃、「磯
丸」に収容し、辺塚漁港まで搬送、消防、救急隊に引
き渡した。
　また、救急隊から海上保安庁ヘリコプターに引き継
がれ、病院に搬送された。

　なお、同人は南大隅町所在の大泊港防波堤灯台から
真方位66度約17.8キロメートルの岩場から落水した
ものと判明した。

7
鹿児島県水難救済会　南大隅町佐多救難所

陸岸より落水し海上に漂流している男性を救助

プレジャーボートを曳航、千代崎漁港に入港する救助船「第５丸徳丸」

漂流者は第十管区海上保安本部鹿児島航空基地ヘリコプターに
引き継がれ搬送された漂流者を救助する救助船「磯丸」救助員

漂流者を救助する救助船「磯丸」救助員
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　令和３年４月20日午前11時50分頃、貨物船の船舶管
理会社から「石垣島北西沖を航行中、船内でベルトコン
ベアーに右腕を挟まれ裂傷、痙攣をおこしているので救
助を求める。」とのことで第十一管区海上保安本部運用
司令センターに救助要請があった。
　これを受け、同日午後１時25分、第十一管区海上保
安本部石垣航空基地所属ヘリコプターMＨ971に機動救
難士２名及び沖縄県立八重山病院医師１名が同乗し、現
場向け新石垣空港を出発。午後１時50分、当該貨物船
と会合、午後２時21分頃、患者を貨物船から吊り上げ
ヘリコプター機内に収容し、応急手当を施しつつ、午後
３時頃、新石垣空港に到着、傷病者を救急車へ引き継ぎ、

沖縄県立八重山病院に搬送した。
【発生位置】 石垣島北西約78海里付近海域
【傷 病 者】 男性22歳（フィリピン国籍　甲板員）
【出動医療機関】 沖縄県立八重山病院（医師１名）
【出動勢力】 第十一管区海上保安本部　石垣航空基地
 ヘリコプターMH971
 機動救難士２名

■これまでの洋上救急発生海域図 ■過去５か年の出動件数等

ヘリコプターMH971から傷病者を救急車に搬送
 （写真提供：海上保安庁）

（令和3年6月末）

　昭和60年10月の事業開始以来、令和３年６月30日までに
948件の事案に対応しており、傷病者981名に対し、医師・看護師
1,798名が出動しています。

洋上救急活動報告洋上救急活動報告

❶�海上保安庁ヘリコプターと航空機の連携により
漁船内で倒れた傷病者を搬送
令和3年4月20日　11：50発生

最近の主な洋上救急活動事例最近の主な洋上救急活動事例
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洋上救急事業
　洋上救急は、我が国周辺海域又は遥か洋上の船舶内で傷病者が発生し、緊急に医師の
加療を必要とする場合、海上保安庁の巡視船・航空機又は自衛隊機で医師・看護師等を
現場に派遣し、傷病者の応急治療を行いつつ、最寄りの病院に緊急搬送するシステムであ
り、これまでに全国健康保険協会や日本財団、日本海事センター、海事関係団体からの資
金援助と医療機関、医師・看護師、海上保安庁や自衛隊の全面的な支援を受けています。

マリンレスキューレポート 洋上救急NEWS
Part 2



　令和３年３月９日午後５時54分頃、漁船から「船内
にて船長の体調が悪い、意識あるが、左半身がしびれて
いる。至急救急搬送願う」旨第五管区海上保安本部運
用指令センターに対して洋上救急の要請があった。
　これを受けて、第五管区海上保安本部から海上自衛
隊岩国基地に災害派遣要請を行い、３月10日午前５時
13分頃、南部徳州会病院医師１名及び第十一管区海上
保安本部那覇航空基地の機動救難士２名が同乗した岩
国基地所属救難飛行艇US-2が、那覇空港を出発した。
　同日午前７時５分頃救難飛行艇US-2が当該船舶と会
合し、午前７時29分、患者を機内へ収容、現場発、午
前９時30分、那覇空港に着陸し、傷病者を救急車へ引
き継ぎ、南部徳洲会病院に搬送した。

【発生位置】	 南大東島東南東約170海里付近海域
【傷 病 者】	 男性64歳（日本国籍　船長）
【出動医療機関】	 南部徳州会病院（医師１名）
【出動勢力】	 第十一管区海上保安本部
	 那覇航空基地　機動救難士２名
	 海上自衛隊岩国基地　救難飛行艇US-2

救難飛行艇US-2から傷病者を救急車へ移送�（写真提供：海上自衛隊）

ヘリコプターUH60-Jから傷病者を救急車へ移送
� （写真提供：航空自衛隊）

ヘリコプターUH60-Jから傷病者を吊り上げ

　令和３年１月16日午後６時15分頃、秋田県男鹿半
島沖を航行中のロシア籍漁船所有者の代理人から携
帯電話により、「漁船船内にて、乗組員が階段から落
ち頭を打った。出血しており船長判断で現在、能代に
向かっている」旨第二管区海上保安本部運用司令セン
ターに連絡があった。
　その後、同日午後６時45分頃、同船から、「医療助
言を受けた結果、階段から転落、頭部を打撲して出血
が400mlがあることから、至急病院に搬送し、適切な
治療を受けること」との回答を得たことから第二管区
海上保安本部は、16日午後10時34分、航空自衛隊航
空救難団指令に対し、災害派遣要請を行うとともに、
同日、午後10時37分、秋田赤十字病院に対し、医師
等の派遣要請を実施したところ、午後11時10分承諾
を得た｡

　17日午前１時40分、航空自衛隊秋田分屯基地秋田
救難隊ヘリコプターUH60-Jに秋田赤十字病院医師等
２名が同乗のうえ、航空自衛隊秋田分屯基地を出発、
午前１時50分現場着。しかし、荒天のため同漁船か
ら吊り上げ不可のため、当該海域を移動後、午前４時
20分、同漁船からUH60-Jに傷病者を吊り上げ収容後、
医療行為を実施しながら、午前４時32分秋田分屯基地
到着、救急車にて傷病者を秋田赤十字病院へ搬送した。

【発生位置】	 入道埼灯台から真方位293度約52海里付近海域
【傷 病 者】	 男性43歳（ロシア国籍　三等機関士）
【出動医療機関】	 秋田赤十字病院（医師１名、看護師１名）
【出動勢力】	 航空自衛隊秋田分屯基地　秋田救難隊
	 航空機U-125A、ヘリコプターUH60-J

❷�頭部を打撲、出血しているロシア漁船の乗組員の応急措置をしながら�
航空自衛隊ヘリコプターUH60-Jで秋田分屯基地に搬送
令和3年1月16日　18：15発生

❸�海上保安庁の機動救難士が海上自衛隊機に�
搭乗し傷病者の漁船船長を搬送
令和3年3月9日　17：54発生

28



❹貨物船で倒れた傷病者を海上保安庁ヘリコプターで搬送
令和3年4月27日　13：15発生

❺心肺停止状態の乗組員を海上保安庁ヘリコプターで搬送
令和3年3月15日　13：20発生

　令和３年４月27日午後１時15分頃、福岡県戸畑
向け中のパナマ籍貨物船（64,642トン）船長から、

「甲板長が頭の痛みを訴え、30分ほど前に倒れ、意
識がない」旨第七管区海上保安本部運用司令セン
ターに洋上救急の要請があった。
　これを受け、第七管区海上保安本部北九州航空
基地所属のヘリコプターMH966に機動救難士２名
が同乗し、同日午後２時５分、北九州航空基地を
出発、午後２時50分、長崎空港に到着。
　長崎空港にて独立行政法人国立病院機構　長崎
医療センター医師１名が同乗し、同空港を出発、
午後４時30分、当該貨物船と会合し、４時56分、
傷病者を吊り上げ、機内に収容。医師による診断
の結果、脳梗塞の疑いとのことで、傷病人は、長
崎医療センターへ搬送することとなり、ヘリコプ
ターMH966にて長崎空港まで搬送。同日午後５時
40分、長崎空港において消防救急隊へ引き継いだ。

【発生位置】	 長崎県五島市福江島西方海上
【傷 病 者】	 男性58歳（中国国籍　甲板長）
【出動医療機関】	 独立行政法人国立病院機構 長崎医療センター（医師１名）
【出動勢力】	 第七管区海上保安本部
	 北九州航空基地　ヘリコプターMH966
	 機動救難士２名

ヘリコプター内で応急治療をする医師
� （写真提供：海上保安庁）

　令和３年３月15日午後１時20分頃、韓国MRCCか
ら「パナマ船籍貨物船乗組員が心肺停止状態のためヘ
リでの搬送を依頼したい」旨第十一管区海上保安本部
運用司令センターへ洋上救急の要請があった。
　これを受け、午後５時13分、第十一管区海上保安本
部石垣航空基地所属ヘリコプターMH971に機動救難
士２名及び沖縄県立八重山美容院の医師1名が同乗し、
石垣航空基地を出発。

　午後６時13分、ヘリコプターMH971は当該船舶と
会合。午後６時30分頃、傷病者を機内へ収容し、現場
発、午後７時37分、石垣空港で患者を救急車へ引き継
ぎ、八重山病院へ搬送した。

【発生位置】	 石垣島南南東約156海里付近海域
【傷 病 者】	 男性23歳（韓国国籍　三等機関士）
【出動医療機関】	 沖縄県立八重山病院（医師１名）
【出動勢力】	 第十一管区海上保安本部
	 那覇航空基地　飛行機MAJ572
	 石垣航空基地　ヘリコプターMH971
	 機動救難士　２名

ヘリコプター内で応急治療をする医師
� （写真提供：海上保安庁）

貨物船から傷病者をヘリコプターに吊り上げ
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洋上救急慣熟訓練
　洋上救急出動の要請を受け、医師や看護師は慣れな
い巡視船や航空機に乗り込んで遥か洋上まで出動し、
厳しい自然条件の中、巡視船、航空機の動揺、振動、
騒音などの悪条件のもとで救命治療を行うことになり
ます。
　このため、洋上救急事業では全国各地で慣熟訓練を
行い、多数の医師、看護師に訓練へ参加していただき、
航空機等に実際に搭乗して機内の状況、救命資器材の
確認や、応急処置訓練を行うなど、現場の状況を事前

に体験し、実際の出動に備えています。
　本年度は新型コロナウイルス感染防止の観点から慣
熟訓練が実施されておりませんので、今回は、昨年、
11月に洋上救急センター日本海西部地方本部（敦賀地
区）及び道南地方本部（函館地区）並びに本年３月に
洋上救急センター関西・四国地方本部（高知）で開催
された洋上救急慣熟訓練の模様を紹介いたします。な
お、訓練参加医師・看護師は計13名でした。

巡視船つるがにて降下・吊り上げ展示訓練

巡視船つがる船内にて函館海上保安部長挨拶
ヘリコプター機内での
応急処置訓練

ヘリコプター機内での
傷者者の応急処置訓練

ヘリ機内体験

巡視船えちぜん船内にて検討会（意見交換会）等 機内の説明

（R2.11.14実施）
敦賀地区 日本海西部地方支部

（R3.3.8実施）
高知地区 関西・四国地方支部

訓練後、参加者皆さんで撮影

巡視船内の資器材確認

巡視船とさヘリ甲板での傷病者吊り上げ展示訓練

（R2.11.20実施）
函館地区 道南地方支部
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洋上救急支援協議会の活動状況
中央洋上救急支援協議会第36回通常総会等が開催されました
　令和３年７月15日午後２時から東京・平河町の海運ビル２階ホー
ルにおいて、新型コロナウイルス感染防止対策を講じたうえで、「中
央洋上救急支援協議会第36回通常総会」を開催いたしました。
　開催にあたり、公益社団法人日本水難救済会の相原会長挨拶及び
中央洋上救急支援協議会の内海和彦会長の挨拶があり、その後議案
の審議となりました。
　議案は、
　　第１号議案　「令和２年度事業報告について」
　　第２号議案　「令和２年度収支決算について」
　　第３号議案　「令和３年度事業計画について」
　　第４号議案　「令和３年度収支予算について」
　　第５号議案　「役員の選任について」
が審議され、それぞれ異議なく承認されました。
　なお、役員の選任について、会長の内海和彦氏、副会長の谷山 將氏、
理事の立川博行氏及び金子浩行氏が再任されたほか、副会長の加藤
雅徳氏の後任として、川崎汽船株式会社専務執行役員 綾 清隆氏が、
また、理事の檜垣浩輔氏の後任理事として、全国漁業協同組合連合
会漁政部長 田中要範氏が新たな理事として選任されました。
　議案審議ののち、連絡事項として
　　⑴　洋上救急の年度別出動実績等について
　　⑵　中央洋上救急支援協議会「幹事」「顧問」の交代について
　　⑶　洋上救急功労者の表彰実績等について
の報告がなされ、総会が閉会となりました。
　また、通常総会終了後には洋上救急功労者の表彰式が行われ、
洋上救急に功績があった団体として、東海大学医学部付属病院
が、また、個人として東海大学医学部付属病院の福嶋友一医師、
大新田訓承医師及び日本医科大学付属病院の小笠原智子医師に
対し公益社団法人日本水難救済会相原会長から表彰状等が贈呈
されました。
　なお、例年、総会終了後に開催していました「意見交換会」
は、昨年同様、中止いたしました。

相原 力（公社）日本水難救済会会長挨拶
（左は、中央洋上救急支援協議会会長 内海和彦氏）

中央洋上救急支援協議会第36回通常総会の様子

洋上救急支援協議会会長 内海和彦氏の挨拶

顧問紹介
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＜団体表彰：金色名誉有功表彰＞

＜個人表彰：金色有功表彰＞

＜個人表彰：銀色名誉有功表彰＞

－洋上救急功労で日本水難救済会の会長表彰を受章された方 を々紹介します－

（受章者） 東海大学医学部付属病院
（平成27年10月より出動回数20回）

（受章者） 東海大学医学部附属病院　医師　大新田訓承氏
日本医科大学付属病院　　 医師　小笠原智子氏

（出動回数３回）

（受章者）東海大学医学部附属病院　 医師　福嶋友一氏
（出動回数６回）

東海大学医学部付属病院の医師 福嶋友一氏に
表彰状等が贈呈されました。

東海大学医学部付属病院の医師 大新田訓承氏に
表彰状等が贈呈されました。

日本医科大学付属病院の医師 小笠原智子氏に
表彰状等が贈呈されました。

受章代表の東海大学医学部付属病院救命救急医学領域
主任 中川儀英氏に表彰状等が贈呈されました。

表彰状のほか副賞として贈呈された盾

受章された日本医科大学付属病院の皆さん

受章された東海大学医学部付属病院の皆さん

金色名誉有功盾 銀色名誉有功盾 金色有功盾
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◎輪島市

石川県 富山県

◎
七尾市

◎珠洲市

能登水難救済会

珠洲救難所

内浦救難所

七尾救難所

輪島救難所

門前救難所

穴水救難所

中島救難所

田鶴浜救難所

能都町救難所

能登島救難所

石川県西部
水難救済会

１� 設立年月日
 平成12年７月13日

２� 所在地
 〒926－8611
 石川県七尾市袖ケ江町イ部25番地
 七尾市役所５F
 総務部総務課防災対策室内
 ☎ 0767－53－6880
 Fax 0767－53－8411
　◎交通案内　
 ・公共交通機関　　
 　JR七尾駅下車　徒歩５分

３� 役職員の数
 会　長　　茶谷　義隆（七尾市長）
 副会長　　梶　　文秋（輪島市長）
 副会長　　泉谷満寿裕（珠洲市長）
 その他役員　28名
　　　（理事13名、監事２名、顧問６名、専門委員７名）

４� 沿革・歴史等

５� 救難所・支所の数（令和３年４月１日現在）

 救難所:10か所　支所：２か所
 救難所員数：323名

昭和10年 ７月 １日 帝国水難救済会石川県支部設置
 （注）昭和10年に支部規則を制定したが、救難所設置の記録なし。
平成11年 ３月12日 社団法人日本水難救済会石川県支部能登救難所
     設置。能登救難所に七尾、輪島、珠洲、穴水、中

島の各支所設置
平成12年 ２月21日  特定非営利活動法人 能登水難救済会設立総会、

七尾、輪島、珠洲、穴水、中島の５支所を救難所
に昇格

  ７月 ３日  社団法人日本水難救済会石川県支部を組織整備
し、特定非営利活動法人 能登水難救済会設立

    ※石川県知事認証（救難所は継承）
平成13年 ４月 １日 内浦救難所、能都町救難所及び能登島救難所設置
  ６月 １日 田鶴浜救難所設置
平成15年 ２月 １日 珠洲救難所に折戸支所設置
平成16年 ２月10日 輪島救難所に西保支所設置
平成25年10月21日 門前救難所設置
平成29年 ３月31日 特定非営利活動法人 能登水難救済会を廃止
  ４月 １日 能登水難救済会を設立、（救難所等継承）

レスキュー41～地方水難救済会の現状（シリーズ⑭）

　水難救済を通じて社会的要請に的確に応えていくための取り組みとして水難救済への思いを同じくする
仲間において情報を交換し、意識の高揚を図るため、平成27年（2015年）１月から「レスキュー41～地方
水難救済会の現状」として地方組織について紹介を開始しております。これまでに26か所の地方水難救済
会を紹介してきました。今回は、石川県東部地域の能登水難救済会及び兵庫県水難救済会を紹介致します。

茶谷義隆会長

能登水難救済会の事務局が入居する七尾市役所

門前救難所設立式典時の様子

能登水難救済会

－救難所配置図－



34

７� 主な保有資器材
人口呼吸等訓練装置154台、救命胴衣197着、救命浮輪30個
強力サーチライト40台、双眼鏡16個

８� 保有救助船
各救難所の救助可能船舶　約260隻

９� 活動状況（令和２年度）
（1）救助実績
　　救助出動回数　２回
　　出動所員数　　８名

（2）海難救助訓練等の実施状況
　　 海難事故発生時の初動連絡体制の確認のため、七尾海上保安部

指導のもと、輪島救難所が輪島マリン協会と合同で訓練を実施

10�主に力を入れている事業
（1）海難救助訓練
　 　海上保安署など関係機関との連携した訓練を実施することで、

事故発生時の初動連絡体制の確立を図っています。
（2）海の安全教室
　 　マリンレジャーのシーズン前に、児童や一般の方を対象に、海での事故

防止の知識や救命に関する技術の習得を目的とした講習会を開催していま
す。

（3）青い羽根募金活動
　 　毎年「青い羽根募金強調運動期間」を中心に募金活動を展開し、募金へ

の協力を呼び掛けています。また、管内に「青い羽根募金支援自販機」を
設置し、その売り上げの一部をご寄附いただき、救助や訓練に必要な資機
材の購入等に充てています。

（4）資機材の整備
　 　救助体制や初動連絡体制の強化を図るため、各救難所に要望調査を実施

し、必要な救難資機材を整備しています。

 世界農業遺産「能登の里山里海」　

海難救助訓練

青い羽根募金活動

救急救命講習の実施

ユネスコ無形文化遺産に登録されている
「青拍祭の曳山」

機関故障のプレジャーボートを曳航救助する
珠洲救難所救助船

６� 地域の特性等
　石川県の能登地域は、世界農業遺産に認定された「能登の里山里海」と呼ばれる豊かな自然景観や、ユネス
コ無形文化遺産に選定された「奥能登のあえのこと」などの文化や祭礼が、現在も伝承される地域です。
　能登地域の海岸線は、延長約433㎞（注）にも及び、日本海や富山湾に囲まれた海岸線には、世界農業遺産に
認定された自然豊かな景観も見られるほか、高波や潮流の影響も大きい砂浜海岸や海岸段丘もよく見られます。
　東側の内浦海岸は、比較的に波が穏やかな景観が見られるものの、海岸線に岩礁や入り江が多く点在しており、
日本百景にも選定されたリアス式海岸の「九十九湾」や室町時代から天然の良港として能登の物流の拠点となっ
た「七尾港」など、沿岸域に景勝地や重要な拠点が配しています。併せて、大陸棚が沿岸の近くまで迫ってい
るため、通年にわたり多種多様な水産物が水揚げされる好漁場でもあります。
　西側の外浦海岸は、長年、日本海の激しい風浪で浸食を受けた「ヤセの断崖」や「関野鼻」に代表される海
食崖や、島や瀬と言った天然礁も多く点在するほか、鳴き砂の浜としても知られ、多くの海水浴客が訪れる「琴
ケ浜」などの美しい砂浜海岸も多く見られます。 （注）能登半島沿岸海岸保全計画による。
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１� 設立年月日
平成12年３月15日

２� 所在地
〒650－8567
兵庫県神戸市中央区下山手通５－10－１
兵庫県企画県民部災害対策局災害対策課内
☎078－362－9988
◎交通案内
・公共交通機関
　JR西日本・阪神「元町」駅西口下車北へ徒歩約８分
　神戸市営地下鉄「県庁前」駅下車すぐ

３� 役職員の数
会　長　守本憲弘（南あわじ市長）
副会長　浜上勇人（香美町長）
副会長　竹内通弘（洲本市長）
その他役員12名（理事10名、監事２名）

４� 沿革・歴史等（主なもの）

兵庫県水難救済会

兵庫県水難救済会事務局となって
いる兵庫県災害対策センター

大正 ６年　10月  1日　高砂救難所設置
昭和10年　 ７月  1日　帝国水難救済会兵庫県支部設置
昭和11年　 ６月30日　神戸港救難所設置
昭和12年　 ２月  1日　岩屋港救難所設置
　　　　　  ６月  1日　須磨浦救難所設置
　　　　　 12月  1日　明石救難所設置
昭和16年　12月10日　 明石救難所に谷八木、江井島、

魚住支所設置
昭和24年　 ４月  1日　 社団法人日本水難救済会兵庫県支部

に名称変更
昭和31年　 ３月27日　津井救難所設置
昭和36年　 ３月30日　福良救難所及び沼島救難所設置
昭和57年　 ３月24日　津井救難所廃止
平成10年　10月  1日　但馬救難所設置
平成11年　 ５月13日　柴山救難所設置
平成12年　 ３月15日　 兵庫県水難救済会設立

２町（南淡町、香住町）に沼島救難所、
福良救難所、香住救難所、柴山救難所、
但馬救難所、西宮地区救難所設置

　　　　　 12月27日　浜坂救難所設置
平成13年　 ６月27日　竹野救難所設置
平成15年　 ７月14日　洲本救難所設置
平成20年　 ６月  6日　明石救難所、淡路市東
　　　　　　　　　　　海岸救難所及び淡路市
　　　　　　　　　　　西海岸救難所設置
平成24年　10月  1日　明石救難所廃止
平成25年　 ７月10日　西宮地区第２救難所設置

兵庫県
京都府

大阪府

岡山県

鳥取県

神戸市
◎

兵庫県水難救済会

但馬救難所

洲本救難所

沼島救難所

竹野救難所

香住救難所

浜坂救難所
柴山救難所

福良救難所

淡路市西海岸救難所

淡路市東海岸救難所
西宮地区救難所

西宮地区第２救難所

守本憲弘会長

明石海峡大橋

慶野松原
（写真提供：南あわじ市）

－救難所配置図－

西宮地区第２救難所設立当時の救難所員の皆さま

5� 救難所・支所の数（令和３年４月１日現在）

救難所:12箇所　救難所員数：431名
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7� 主な保有資器材
ゴムボート４隻、安全帽67個、救命胴衣96個、
双眼鏡17個、携帯用拡声器18個、探照灯11台、
キャップライト51個、救命浮輪44個、
救急セット10式、消防兼排水ポンプ８台、
トランシーバー23個等

8� 保有救助船
各救難所の救助可能船舶約100隻（救難所員所有）

9� 活動状況
（1）出動実績（令和２年度）
　　　救助出動回数　３回
　　　出動所員数　　６名
　　　出動救助船数　６隻

（2）救助実績
　　　救助人数３名　　救助船舶数１隻

10�主に力を入れている事業
（1）救助活動
　 　海上保安庁等の要請により、遭難した人や船の救助活動にあたっ

ています。
（2）青い羽根募金事業
　 　毎年７月～８月の「青い羽根募金強調運動期間」に積極的に募金

活動を実施し、募金への協力を呼びかけています。
　 　また、兵庫県内に設置した「青い羽根募金支援自販機」の売上金

の一部が青い羽根募金として寄附されています。
（3）救難器具の整備
　 　救難体制の強化を図るため、青い羽根募金等を有効に活用し、各

救難所の救難器具の整備を行っています。
（4）救助訓練の実施
　 　水難救済意識の高揚と海難救助技術の向上を促進し、救難体制の

強化を図るため、関係機関の協力を得て救助訓練を実施しています。

香美町の岩場から海中に転落した釣り人１名を救助した
香住救難所の救助船（平成30年　名誉総裁表彰受章）

６� 地域の特性等
　兵庫県は南北に長い県域を持ち、海岸線総延長
は約840㎞で、北は日本海、南は瀬戸内海の２つ
の海に接しており、本州で２つの海に接している
県は、両端である青森県と山口県を除けば兵庫県
のみです。
　山陰海岸国立公園に属する但馬沿岸は、豊岡市・
香美町・新温泉町の３市町にまたがる総延長約
160㎞のリアス式海岸で、男性的な断崖、洞門な
どの岩場と美しい砂浜を持ち、変化に富んだ自然
美あふれる海岸です。沿岸内には、海食によって
削られた安山岩や石英粗面岩などの海食崖が雄大
な造形美をつらねる香住海岸・御火の浦・日和山
海岸、またその周辺には、国の天然記念物に指定
されている玄武洞、古くから知られる城崎温泉に
続く景勝地・観光地が連なっています。
　また、瀬戸内海国立公園の東部に位置し、瀬戸

内海最大の島である淡路島の周囲約210㎞の沿岸は、
明石海峡に面した最北端の松帆岬や名勝に指定されて
いる慶野松原、鎧崎、門崎、吹上浜、灘水仙郷、由良
などの海岸景勝地を有し、美しい眺望、緑豊かな自然、
青い海、白い砂浜などの豊かな環境に恵まれ、特に鳴
門海峡は、潮の干満のたびにうず潮があらわれ、雄大
な景観を作り出しています。
　例年夏には、大勢の海水浴客が訪れ、海水浴や釣り、
水上バイク・ウインドサーフィン等のマリンスポーツ
などを楽しむ人々でにぎわっており、海難事故が発生
した場合には、海上保安部と救難所が連携を取り、救
助活動にあたっています。

「海の安全教室」で、溺者救助のための
非常投浮の体験

「海の安全教室」で、神戸海上保安
部灯台見回り船「こううん」の見学
及び乗組員との記念撮影を実施

海開きに対応した水難救助訓練

南あわじ市役所に設置された
青い羽根募金支援自販機



37

海に面した棚田

鯖街道ミュージアム

新設救難所の紹介 海難救助の拠点となる、新たな救難所等が開設されています。
今回は、令和３年１月以降に設置された３か所の救難所をご紹介します。
なお、紹介文は、地方水難救済会の救難所からご提供いただきました。

■福井県水難救済会
◆小浜市水難救難所
令和３年３月25日設立　所長以下31名
所在地　　福井県小浜市大手町６番３号
　　　　　小浜市役所内

　小浜市水難救難所は、若狭湾西部に位置する小浜市
沿岸の救援・救助活動に対応するため、福井県内で８
か所目に設立された救難所です。
　若狭湾一帯は、複雑なリアス式海岸で恰好の釣り場
ともなっており、一年を通して多くの釣り客が訪れま
す。それ故、水難事故についても毎年のように発生し
ておりましたが、小浜市内にはこれまで救難所が設置
されていなかったため、対応が遅れることもしばしば
ありました。
　そこで、小浜海上保安署からの呼びかけもあり、小
浜市と小浜市漁業協同組合が連携して設立の運びとな
りました。
　小浜市沿岸には２つの湾（小浜湾、矢代湾）があり
ますが、有事においては海上保安署の船舶の到着に相
当の時間を要する海域もあることが懸念されていたた
め、迅速な対応が可能となる救難所の活躍が大いに期
待されています。
　また、小浜市内の沿岸においては、風水害による土
砂崩れにより集落が孤立化する事態が発生した事例も
あったため、そういった際における海上からのアプ

ローチによる住民の救援活動を行うなど、水難事故以
外の活動も想定されています。
　特に夏から秋にかけては、水難事故や水害の発生が
多い時期でもあるため、関係機関としっかりタッグを
組み、迅速かつ有効な救援活動を行っていきたいと思
います。

福井県

京都府

滋賀県

岐阜県

石川県

◎
小浜市

◎福井市

小浜市水難救難所

福井県水難救済会

設立総会にて救助員等の皆さん

設立後はじめての官民合同訓練に参加

参考） 鯖街道とは若狭国などの小浜藩領内（おおむね現
在の福井県嶺南地方）と京都を結ぶ街道の総称。

　　　 主に、魚介類を京都へ運搬するための物流ルート
であったが、その中でも特に鯖が多かったことか
ら、近年「鯖街道」と呼ばれるようになった。
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蓬田救難所の皆さん。下段右から二人目が青森県漁船海難
防止・水難救済会会長松下誠四郎氏

中芸救難所設立総会の様子

■青森県漁船海難防止・水難救済会
◆蓬

よ も ぎ た

田救難所
令和３年５月11設立　所長以下134名
所在地　　 青森県東津軽郡蓬村村大字郷沢字浜田217番地

蓬田村漁業協同組合内

　青森県は、日本海・津軽海峡・太平洋・むつ湾と四方
を海に囲まれ海岸線約760㎞を有しており、20か所の
救難所が海難事故発生の際、救難活動に当たっています。
　今回新設された救難所が位置するむつ湾は、山から
の栄養豊富な水が流れ込み多種多様な魚介類が育まれ
る豊かな海域であり、古くからホタテ養殖が盛んに行
われております。

■高知県水難救済会
◆中芸救難所
令和３年４月１設立　所長以下22名
所在地　　高知県安芸郡奈半利町乙1659- １
　　　　　奈半利町役場総務課内

　高知県は東西に約700㎞の海岸線を有する横長の形
状であり、県の南側はすべて海に面しています。
　県下には既に10か所の救難所が設置されており、海
難救助活動を活発に実施していますが、県東部に位置
する安芸救難所から室戸救難所及び隣接する室戸岬救
難所までの約45㎞の間（中芸地区）に救難所が設置さ
れておらず、中芸地区に位置する加領郷、田野町、安
田町救難支所が地区外の室戸岬救難所に所属している
ことから、海難事故や水難事故が発生した場合の迅速
な救助が遅延する事態も発生しておりました。
　このため、中芸地区において未所属である奈半利町
を中心に、隣接する加領郷、田野町、安田町支所を一
体とした救助救難体制の整備を望む声が多く寄せられ
ており、この度、関係町役場等のご理解ご協力のもと
中芸救難所の設立の運びとなりました。
　近い将来に発生すると言われています南海・東南海
地震への備えは、本県にとって急務であり、大規模災
害時における海上緊急輸送等の災害応急対策の確立を
図るためにも県下各救難所の役割は大きく、県東部の
中間部分をカバーする中芸救難所は大変重要な役割を
担っております。

　平成31年（令和元年）～令和２年にかけて、陸奥湾内
での海難事故等が増加した為、むつ湾西部の海難にい
ち早く対応するため、この度蓬田救難所を開設いたし
ました。
　これにより青森県漁船海難防止・水難救済会は21か
所の救難所を有することとなります。
　去る令和３年７月７日蓬田ふるさと総合センターに
おいて開所式を行い、その中で蓬田救難所長、福井明
彦が海のボランティア精神のもと、海難防止・救助活
動に努め、地域水産業の発展に寄与したいと決意表明
をしました。

　中芸救難所は、奈半利町、田野町、安田町の３つの
町を一つの地域として組織し、４つの本支所を配置し
ておりますが、関係する行政機関等の協力を得て、定
期的な訓練や救難所員個々の意識の向上を図り、県救
済会を中心に各地域の救難所と共に救難所の使命を果
たせるよう努めていきます。

青森県

秋田県

北海道

岩手県

◎
青森市

蓬田救難所

青森県水難救済会

高知県

愛媛県
徳島県

高知市
◎

中芸救難所

高知県水難救済会
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（公社）日本水難救済会の通常理事会・定時社員総会等を開催

（公社）日本水難救済会は、３月中旬から６月上旬までの間に、理事会や定時社員総会を開催し、令和２年
度事業報告（案）、収支決算（案）、また、令和３年度の事業計画（案）、収支予算などが審議されました。

定時社員総会の様子
右から相原会長、菊井理事長、加賀谷常務理事、小島監事

■第129回定時社員総会の開催
　令和３年６月９日、東京都千代田区平河町の海運ビル
において、新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じ
たうえで、定時社員総会を開催しました。
　定時社員総会では、相原会長（議長）の挨拶ののち、
議案審議が行われました。
　議案として
　第１号議案　令和２年度事業報告（案）について
　第２号議案　令和２年度収支決算（案）について
　第３号議案　役員の選任について
の３議案が審議され、それぞれ異議なく承認されました。
　議案審議の後、
　（１）令和３年度事業計画について
　（２）令和３年度収支予算書について
　（３）名誉総裁表彰式典の開催について
の報告があった後、議長より議案審議及び報告のすべて
を終了した旨発言があり、引き続き、奥島高弘海上保安
庁長官代理の海上保安庁警備救難部救難課長川上誠氏か
ら挨拶を頂き、その後、閉会となりました。
　なお、第３号議案の「役員の選任について」は、第
129回定時社員総会終結時をもって理事21名のうち17
名の理事が任期満了となり、うち大山髙明理事がこの社
員総会をもって退任され、また、任期途中の加賀谷常務
理事が、この総会をもって辞任することとなりました。
15名については、引き続き、理事に再任され、大山髙
明理事の後任として、株式会社日本海事新聞社の代表取
締役会長大山秀海氏、加賀谷尚之常務理事の後任として
前第三管区海上保安本部長遠山純司氏が選任されました。
　また、第129回定時社員総会終結時をもって任期満
了となる監事の小川典子氏が引き続き、監事に選任され
ました。

■令和２年度第３回通常理事会の開催
　第３回通常理事会は、令和３年３月18日に開催予定
でありましたが、新型コロナウイルス感染防止の観点
から、これを取りやめ、定款43条の規定（決議の省略）
に基づき、書面による議案同意の意思確認を行うことと
なりました。
　３月15日、本会会長から、全理事・幹事に対し、次
の議案に関する提案書を発し、意思を確認したところ、
全理事から、全ての議案に同意する旨の書面での回答を
得ました。また、全監事から、書面により、異議なしと
の回答を得ました。
　このため、３月24日、全ての議案を可決する旨の理
事会の決議があったものとみなされました。
【議案】
第１号議案　令和３年度事業計画（案）について
第２号議案　令和３年度収支予算（案）について
第３号議案　新規会員入会の承認について
第４号議案　定時社員総会の開催等について

■令和３年度第１回通常理事会の開催
　令和３年５月17日、新型コロナウイルス感染拡大防
止の対策を講じたうえで、千代田区永田町の海運ビルに
おいて令和３年度第１回通常理事会を開催しました。
【議案】
第１号議案　令和２年度事業報告（案）について
第２号議案　令和２年度収支決算（案）について
第３号議案　令和３年度事業計画及び収支予算の
　　　　　　一部変更について
第４号議案　役員の選任（案）について

第１回通常理事会の様子

MRJ フォーラム
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■令和３年度臨時理事会の開催
　令和２年６月９日、第129回定時社員総会終了後、同会場におい
て理事11名及び監事１名が出席し、臨時理事会を開催しました。
　開催にあたり、はじめに、新理事の紹介を行い、出席した遠山純
司理事から挨拶がありました。
　その後、議案審議に入り、議案として
第１号議案　 「代表理事（会長）及び業務執行理事（常務理事）の選

任について」
第２号議案　「役員候補者選考委員会の委員の委嘱について」
の２議案が審議され、引き続き、代表理事（会長）として相原力氏が、
また、辞任する加賀谷業務執行理事（常務理事）の後任として遠山
純司氏が選任されました。
　また、本会の役員候補者選考委員会の委員については、引き続き麻生利勝氏及び松山優治氏を、また、退任される大
山高明氏の後任として新たに大山秀海氏を委員として委嘱することについて承認され、臨時理事会を終了しました。

奥島高弘海上保安庁長官の代理で
挨拶される海上保安庁警備救難部
救難課長 川上 誠氏

定時社員総会で挨拶を行う相原会長

（公社）日本水難救済会の常務理事が交代いたしました。

＜ご挨拶＞
　皆さま、初めまして！６月９日に常務理事に就任した遠山です。
　歴史と伝統ある日本水難救済会の一員として貢献できることは大変光栄なことであ
ると、重責に気持ちを引き締めております。
　私は、この３月まで海上保安庁に40年間奉職しました。
　その間、全国の海で、水難救済会救助員の方々のご協力を得ながら、幾多の捜索・
救助活動に従事して参りました。
　その際、多くの救助員の方々が、荒天暗夜を問わず、海上保安部署からの要請を受け、
献身的に対応していただいている姿に接し、いつも本当に頭の下がる思いでありました。
　また、塩釡の巡視船ざおう乗船勤務をはじめとした各現場において、洋上救急業務
にも多々携わって参りましたが、遠く沖合の船舶で発生した重篤な傷病者に対応する
ため、深夜においても迅速に出動していただく医師、看護師の方々の強い使命感を目
の当たりにし、深い感謝の念を抱いておりました。

　今後とも、日本水難救済会が海上保安庁等の救助機関と密接に連携しつつ、「和」の精神で、より効果的、効
率的に海の事故に対応できるよう尽力して参りたいと考えております。
　そして、全国で海難に対応していただいている救助員の皆さま、また、洋上救急に対応していただいている
医師、看護師の皆さまの活動を全力で支援し、微力ながら海上の安全確保に努めて参る所存です。
　皆さまのご理解とご支援、ご協力の程、お願い申し上げます。

常務理事

遠
とおやま

山 純
あつ し

司

臨時理事会の様子



〔海難救助功労：団体表彰〕
伊豆地区水難救済会　下田救難所

〔海難救助功労：団体表彰〕
新潟県水難救済会　両津救難所

〔海難救助功労：個人表彰〕

　例年6月上旬に、名誉総裁高円宮妃久子殿下にご台臨いただき、開催している本会の名誉総
裁表彰式典については、令和2年度は新型コロナウイルス感染症の緊急事態宣言が4月上旬に
発出されたことを受けて、開催を取り止めましたが、本年度は、新型コロナウイルス感染防
止対策に万全を期したうえで開催すべく、受章予定者をはじめ関係の皆様方にもお知らせし、
準備を進めて参りました。
　しかしながら、新型コロナウイルスの感染状況が依然として厳しいものがあり、緊急事態
宣言も6月20日まで延長されたことに鑑み、関係方面とも調整した結果、令和3年6月9日に開催を予定していた本
年度の名誉総裁表彰式典は、やむなく取り止めることといたしました。
　このようなことから、受章された方々には表彰状、名誉総裁章などをご本人に送付いたしました。
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＜功労の概要＞
　令和元年８月３日午後6時30分頃遊漁を終え妻良漁港
に向かっていたプレジャーボートが静岡県下田市南伊豆
町三ツ石岬付近浅瀬に乗り揚げ、航行不能となり転覆沈
没のおそれがあると下田海上保安部から救助要請を受け
るや直ちに４名の救助員が救助船第八福寿丸に乗船し、
現場に急行、日没後かつ暗礁や岩礁が散在し、うねりに
より自船が座礁するおそれのある中、午後７時20分頃巧
みな操船により同船に横付けし、救助員が一致協力し、
乗船者4名全員を無事救助した。

＜功労の概要＞
　令和元年11月２日、佐渡市真更川沖へ向かっていた
11名乗り組みの遊漁船「善宝龍神丸」が午前６時45
分頃、同市北端の弾埼付近の浅瀬に乗り揚げ後、漂泊
状態となったことから、乗船客が118番通報し、救助
を求めた。
　その後、同船は、破口からの浸水により傾斜を始め
たことから転覆・沈没の危険を感じた乗船者11名は
救命胴衣を着用し、海上に脱出した。
　午前７時10分頃、佐渡海上保安署から救助要請を
受けた両津救難所救助員の本田裕敏は、救助員森川敏
幸と協力者の森川武とともに、２隻の救助船で同市鷲
崎漁港を直ちに出港し、現場に向け急行した。
　午前７時30分頃、現場に到着し、うねりのあるな
かでクーラーボックスなどに掴まり、漂流していた乗
船者11名全員を無事救助した。

副賞の名誉総裁盾

－令和3年度の名誉総裁表彰を受章された方々をご紹介します－

令和3年度名誉総裁表彰について

受章者代表
所長　加

か

藤
とう

紀
き

久
く

夫
お

氏
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たかし

氏

受章者：協力者

森
もり

川
かわ

武
たけし

氏
（漁船第一あさひ丸船長）



〔事業功労（青い羽根募金）：団体表彰〕
SGホールディングス株式会社

〔事業功労（青い羽根募金）：個人表彰〕

〔事業功労（一般寄附）：個人表彰〕
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＜功労の概要＞
　日本水難救済会が行う水難救済事業の重要性を深く認識し、ボランティア救助
活動等の支援に役立ててほしいとのことから募金活動に全社を挙げて取り組み、
平成27年７月31日から令和元年７月30日までの間、本会に対し「青い羽根募金」
として多額の寄附をされた。

＜功労の概要＞
　知人３名が水難事故で亡くなったことから本会が運営する水難救済
事業の崇高さと重要性を認識するとともに、「青い羽根募金」の趣旨
に感銘を受け、平成29年12月27日から令和２年１月31日までの間、
本会に対し「青い羽根募金」として多額の寄附をされた。

＜功労の概要＞
　社会貢献活動の重要性と本会の運営する水難救済事業の崇高さと重
要性を認識し、「青い羽根募金」の趣旨に感銘を受け、平成28年４月
15日から令和２年５月15日までの間、本会に対し「青い羽根募金」
として多額の寄附をされた。

＜功労の概要＞
　社会貢献活動の重要性と本会の運営する水難救済事業の崇高さと重
要性を認識し、「青い羽根募金」の趣旨に感銘を受け、平成28年12
月７日から令和２年11月10日までの間、本会に対し「青い羽根募金」
として多額の寄附をされた。

＜功労の概要＞
　同氏は、母親のご遺志を汲み、過去に「青い羽募金」を行った日本水難救済会の活動や責務につ
いて共感していたこともあったことから、本会公益目的事業に多額の寄附をされた。

副賞の名誉総裁盾

受章者代表
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氏 個人表彰の方々に贈呈された
副賞の「名誉総裁章」
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■互助会の名称・構成員・目的
（１）名称等

　「互助会」は、平成20年３月24日に本会理事会の承認を得て設立されたもので、「日本水難救済会救難所員
等互助会」と称します。

（２）互助会の構成員
　公益社団法人日本水難救済会（以下「本会」という。）の１号正会員となっている40地方水難救済会の傘下、
約1,300ヶ所の救難所・支所に所属されている救難所員をはじめ、地方水難救済会に所属されている役職員及
びこれら救難所員等の家族（以下「会員等」という。）で、互助会への加入を希望する者をもって構成していま
す。（加入は任意です！）

（３）目　的
　会員等の皆様方の相互救済と福利増進を図る観点から、各種事業を行うことにより、会員等の福祉に寄与す
るとともに、本会の事業となっている水難救済活動などについて効率的な事業運営に資することを目的として
います。

■互助会の役員・事務局
＜互助会理事会の構成＞

会　長　　 １名（公益社団法人日本水難救済会会長）
理事長　　 １名（同上　理事長）
理　事　　 ３名以上５名以内（公益社団法人日本水難救済会が推選する理事）
会計監査役 ２名以上３名以内（公益社団法人日本水難救済会の監事）

＜事務局＞
事務局の所在地：公益社団法人日本水難救済会内
事務局長：日本水難救済会常務理事
担　当：事務局内に運営事業部を設置。
　　　　本会経理部が担当。

■互助会会員の現状
会　員　数　　20,322人（令和２年６月30日現在）
　※互助会会員は昨年９月末は20,619人でしたが、本年は加入者が297名減少しました。
救難所員数　　50,160人（令和３年３月31日現在）
加　入　率　　40.5％（前年度実績40.4％）

　互助会への加入は任意ですが、より多くの皆様方の加入をよろしくお願いいたします。　

53,615 53,531 52,668 52,460 52,158 51,648 51,178 51,044
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注）救難所員数は、各年度末（３月31日）現在であり、互助会加入者数は元年度までは年度末（９月30日）現在である。

－平成24年度以降の救難所員数と互助会会員数の推移（参考）－

1　互助会の概要

MRJ 互助会通信

【事務局の主な仕事】
○　会員の加入、退会に関すること
○　予算及び決算に関すること
○　各事業の実施に関すること
○　その他、互助会運営に必要なこと
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■会計年度
互助会の会計年度は、10月1日から翌年9月30日までとなっています。

■会　　費
互助会会費は、年額500円です。

　なお、年度途中で加入又は脱退される場合、会費の減額・返納はありません。

令和３年度（令和３年10月１日～令和４年９月30日まで）の互助会に新規加入又は更新される場合、
・加入申込日 ⇒ 原則として令和３年８月31日まで
・会費納入日 ⇒ 原則として令和３年９月30日まで
に申込等を行ってください。
　なお、年度の途中で加入される場合には随時申請を受け付けております。

＜お知らせ＞
令和元年から互助会専用の「ゆうちょ銀行口座」を開設しております。
会費の振込みは、旧払込取扱票は使用しないで新しい「払込取扱票」を使って下さい！！
　　加入者名　「公益社団法人日本水難救済会互助会」　　　口座番号　「00180- ９-451784」
・ 互助会の加入申込みは、規則で指定された書類（様式第１号）により、原則として、救難所ごとに一括して救難
所長名で互助会会長宛に行うこととなっています。

・互助会加入の申込みにあわせ、会費を納入してください。
・ 互助会への加入されている方でも、翌年９月末で会員としての効力がなくなりますので毎年、定期に更新加入す
る必要があります。

2　給付事業の事例

１年　500円で大きな安心！

年度 項目 事案の概要 支払金額

令和
２年度

災害見舞金 令和元年９月９日の台風第15号の強風により住居の屋根、外壁等
に損害を受けた　（千葉県水難救済会） ４名　140,000円

私物等損害
見舞金

令和２年９月２日午前０時55分頃遭難者の救助に赴くため自船を
出港させようとして、他船のアンカーロープを自船プロペラに絡め
て自船が損傷　（新潟県水難救済会）

１名　100,000円

令和
元年度 災害見舞金

令和元年９月９日の台風第15号及び令和元年10月13日の台風19
号の強風により住居の屋根、外壁等に損害　（千葉県水難救済会） 10名　340,000円

令和元年６月18日午後10時22分頃発生した山形県沖の地震
（M6.8）により、救難所員の住居の屋根瓦や外壁が損壊、損傷　（山
形県水難救済会）

５名　150,000円

平成
30年度 災害見舞金 救難所員の自宅が豪雨により床上浸水（高知県水難救済会） １名  　30,000円

平成
28年度

私物等損害
見舞金

漂流物（乗り上げ事故船残骸）を自船にて、他船の衝突を回避する
ため曳航した際、漂流物が目視で確認した以上に大きかったため、
自船の一部に破損が生じた　（高知県水難救済会）

１名  　34,188円

平成
27年度 災害給付金

磯釣り中に転倒し磯場で骨折等した釣り人を救助中に、足を滑らせ
て磯場に転倒し、右側側頭部から後頭部にかけて裂創等の負傷　（岩
手県水難救済会）

１名  　52,000円

平成
25年度 災害給付金 船舶火災消火中に船舶同士に右手中指を挟まれ、圧迫骨折（（特）

神奈川県水難救済会） １名  　45,000円

平成
23～26
年度

災害見舞金 平成23年３月11日発生した東日本大震災により被災対応 1,119名　
48,790,000円
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［1］災害給付事業
　（1）会員が水難救助業務中に災害を受けた場合

（互助会規約第14条）
○東京海上日動火災保険㈱と契約の給付概要
　・死亡保険金　　　15,000,000円
　・後遺障害保険金額 （障害等級に応じて）

最大15,000,000円
　・入院保険金（事故の日から 180日以内）

 4,000円／日
　・通院保険金（90日を限度）2,500円／日

　（2） 互助会会員が、第14条の規定する災害により死
亡した場合
本会が２万円を限度として、花輪又は生花を遺
族に給付する。 （互助会規約第14条の2）

［2］休業見舞金給付事業
　　（会員が水難救助業務中に災害を受けた場合）
　互助会会員が負傷し又は疾病にかかり、そのため、療
養開始後、従前得ていた業務上の収入を得ることができ
ない場合に、90日を限度として、見舞金を本会が給付
する。
休業見舞金　7,000円／日 （互助会規約第15条）

［3］私物等損害見舞金給付事業
　　 （会員が水難救助業務中に私物または使用船舶に損害

を受けた場合）
（1 ）業務遂行のために必要と認められる私物を破損、
消失、遺失等した場合、損害額（当該私物と同程度
物の購入又は修理に要する経費）の半額又は３万円
のうち、いずれか少ない金額を給付する。ただし、
損害額が１万円未満の場合は給付の対象としない。

（互助会規約第16条）

（2 ）当該業務を遂行中に使用していた船舶の船体・属
具を破損等した場合、損害額（当該船体・属具の修
理等に要する経費）の半額又は10万円のうち、いず
れか少ない金額を給付する。
　ただし、損害額が１万円未満の場合は給付の対象
としない。 （互助会規約第16条の2）

［4］遺児等育英奨学金事業 （互助会規約第17条）
　災害を受けた会員の遺児（第14条に規定する災害給
付を受けた会員の遺児、重度の後遺症を負った会員の子
で、遺児と同等と認められる者を含む。）に対して、育
英奨学金を給付及び貸与する。

［5］災害見舞金給付事業 （互助会規約第18条）
　互助会会員が自然災害又は火災等により、会員が所有
する住居及び家財又はそれらのいずれかに被害を被った
場合は、その会員に対し、損害の程度に応じて、３万円
から10万円の範囲内で見舞金を給付する。
　ただし、損害の程度の換価価格が10万円未満の場合
は給付の対象としない。

［6］消滅時効 （互助会規約第19条）
　互助会規約第14条から第18条に規定する給付を請求
する権利は、発生した日から３年間行わないときは、時
効によって消滅する。

［7］互助会誌発行事業 （互助会規約第20条）
　年２回発行するマリンレスキュージャーナルに「MRJ
互助会通信」欄を設けて、互助会の事業成果、決算報告
等を会員に周知している。

3　互助会の事業の内容
「日本水難救済会救難所員等互助会規約」により、次の各種の給付事業が定められています。

「互助会豆知識」を次のとおり掲載しておりますので、必要に応じてご覧になってください！

2019年１月号　互助会の給付事業の種類について
2019年８月号　各給付事業の事案発生から給付までの流れについて
2020年１月号　災害見舞金給付事業の請求等について
2020年８月号　互助会規約、互助会規約実施細則等について
2021年１月号　互助会への加入手続きについて

互助会に関する、ご意見・問い合わせ等は事務局
（経理部）森または廣岡が承ります。

　　電話番号　03－3222－8066
　　FAX番号　03－3222－8067

互助会に関する
問い合わせ
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制作・印刷　株式会社第一印刷所

　公益社団法人日本水難救済会では、会員（２号正会員または賛助会員）となって、
本会の事業を支援していただける方々を募集しています。

　２号正会員は、本会の事業目的に賛同して、年会費１口（１万円）以上を納付され
入会される個人又は団体の方で、正会員になりますと社員総会への出席など本会の事
業に参画することができます。

　賛助会員は、正会員以外であって、金品を寄附して本会の事業を賛助するため入会
される個人又は団体の方で、本会にご寄附された方は、所得税・法人税の控除を受け
られる特典がございます。

◆会員への入会を希望される方へ
　入会を希望される方は、本会に電話、ＦＡＸでご連絡又は本会ホームページの
「会員登録／お問い合わせ」にて、必要事項を記入して本会にお申し込みください。
　本会から「入会申込書」などをお送りいたします。

連絡先：公益社団法人 日本水難救済会
　　☎03-3222-8066  FAX 03-3222-8067
　　http://www.mrj.or.jp/index.html

編 集 後 記
☆ 　東京2020オリパラでは、多くのドラマが生まれましたが、特に、日本の国技である柔道に
おいて、優勝を決めた大野選手、阿部一二三選手等は、勝利の後も相手選手への礼儀を守り、
最後の礼を終え試合場から降りるまで、決してガッツポーズをしませんでした。これは、武
道の世界では当然ですが、普段の生活においても心すべき精神であると思います。

☆ 　海難救助も、全ての人に敬意を持って救助の手を差し伸べるという精神が根幹であります。
伊豆地区水難救済会下田救難所加藤紀久夫救助長、伊東救難所日吉直人救助長が「海で人を
助けるのはあたりまえ」と仰っています。感動で原稿を読む目が潤むのを覚えました。正に
このような方々の崇高な使命感が日本の海の安全を守っていると強く認識しました。

☆ 　今年も全国で、青い羽根募金が展開されております。京浜急行電鉄の原田一之社長は、「当
社は、市民の皆さんと三浦半島の海とを結ぶ鉄道であり、市民の方々の海での安全を守るこ
とに少しでも貢献したい。」と仰っていただき、72か所全駅でのポスターの掲示、青い羽根募
金のご協力、そして、横須賀中央駅等２か所への自動販売機の設置を快諾していただきました。
京浜急行電鉄の皆様はじめ、募金活動にご協力いただいている全国の皆様に厚く御礼申し上
げます。

☆ 　夏のマリンレジャーシーズンを迎えております。コロナで閉鎖され監視の行き届かない海
水浴場での事故、ミニボートやSUPの事故の増加が懸念されます。当会では、海上保安庁と
も協力し、美しい海が悲しい海にならないよう、「海の安全教室」を通じた安全思想の普及な
ど海での事故の未然防止に取り組んでおります。酷暑の中、全国の海で、海難事故の未然防
止活動、海難救助活動にあたっておられる会員、救助員の皆様に深く感謝致します。

☆ 　令和３年度名誉総裁表彰を受章された皆様には、コロナ禍で名誉総裁からの直接の授与が
できず申し訳ございません。皆様のご貢献が日本の海の安全を支えていることに改めて心よ
り感謝申し上げます。今後とも、当会の活動へのご支援、ご協力をお願い致します。

（常務理事　遠山 純司）

－　会　員　募　集　－



全国51,000人の“ボランティア救助員”の活動を支えます。

青い羽根募金
クレジットカード

●ホームページから以下の方法で
　募金ができます。
●クレジットカードはMasterCard、
VISA、JCB、AMEXがご利用でき

　ます。
●NTTコミュニケーションズが提供す
るネット専用電子マネー「ちょコム
eマネー」がご利用できます。

●お問い合せ先

口座振込みによる募金

インターネット募金

三井住友銀行日本橋東支店
口座番号：（普）7468319
加入者名：公益社団法人日本水難救済会
　　　 青い羽根募金口

0120-01-5587
募金フリーダイヤルでお申し出くだされば、振込料無料の専用郵便振替用紙をお送りします。

後援：国土交通省、海上保安庁、総務省消防庁、水産庁

銀 行
口座番号：00120-4-8400
加入者名：公益社団法人日本水難救済会

郵便局

公益社団法人日本水難救済会は、会員の皆様からの会費や青い羽根募金のほか、公益財団法人日本財団をはじめ、
公益財団法人日本海事センター、海運・水産関係団体等の助成金、補助金をもって事業が運営されています。

〒102-0083 東京都千代田区麹町4丁目5番地 海事センタービル7階
TEL：03-3222-8066　FAX：03-3222-8067

http://www.mrj.or.jp    E-mail  v1161@mrj.or.jp


